
九州大学学術情報リポジトリ
Kyushu University Institutional Repository

[11] 九州大学教育情報

https://hdl.handle.net/2324/20125

出版情報：九州大学教育情報. 11, 2003-03-31. 九州大学大学教育研究センター
バージョン：
権利関係：



◇教育への提言

　　「インターネット時代の教養教育」

　　rこれからの九州大学の教育」

理学研究院長　　　　　　小田垣　　孝　……　　1

大学教育研究センター　押川元重……　3

◇資料

　　1－1）平成13年度FDの実施状況　　一………一…・一一…………・……………

　　1－2）平成13年度学生による授業評価の実施状況　　・・………………・……………

　　1－3）平成13年度教育に関する調査の実施状況　　…………………………………

　　2．一1）平成14年度入学者の高校履修科目　……・・…………・…………一一・……

6

9

11

13

◇学生教育に関する学内会議情報 ．．．．．．．””．m D”“．”．．””．”．．m一…一・一・・…一・一・…・・　18

　　No．11　March　2003

戸田’泱t大学大学教育概究センタ「、、〈R爲磁。難℃¢㈱嫉◎ゴHl蜘ズ磁ぬt継）

インターネット時代の教養教育

理学研究院長　　小田垣 孝

1．はじめに

　大学は専門学校や職業訓練学校とは異なり，

学生の人格形成にも大きな責任を負っている。

自立した人生への入りロに立つ新入生に，様々

な可能性を示し，十分な教養を付けさせる環境

を整えることは，専門教育と同様に大学の重要

な役割である。この使命を果たす上で常に考慮

に入れておかねばならないのは，対象とする学

生のバックグラウンドである。最近，入学者の

学力が低下しているとよく書われる。事実いく

つかの大学の調査により，数学の基礎能力が低

下していることは否めない事実であろう。しか

し，TOEICで満点を取る新入生もおり，またイン

ターネットの爆発的な普及により，格段に進歩
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した情報収集能力をもつ学生も多く見られる。

それ以上に，計算機とソフトウエアの進歩によ

り，例えば剛体連成振動子等の運動のアニメー

ションを作れる高校生がいることも事実である。

このようなプログラムは，大学院生にとっても

難しいものであるが，私が学生時代にはそもそ

も不可能なことであった。すなわち，時代は着

実にというより急速に変わりつつあり，その変

革は遅滞なく教育に反映させることが必要であ

る。時代の変革と教育方法の進化がほぼ同時に

行われることが望ましく，昔の学生の方がよく

できたと言う表現のみで教育を論じるべきでは

ない。

　計算機，インターネット等の進歩と，高度化

した知識情報入手可能性をいかに教育に生かす

か，またその中で何を学ばせるべきなのかを再

度問い直し，時代の変化を捉えた教育システム

を構築することは，我々の早急に対応しなけれ

ばならない課題である。

2．新しいコンセプトの教育

　情報の処理能力の向上，情報の蓄積および提

供手段・方法の進歩に伴い，教育手段にもいろ

いろ変化が見られる。しかし，教育手段に関し

て教える側が便利になっても，それが必ずしも

学ぶ側の利便性になっていないこと，さらに悪

くすれば理解を妨げる場合すらあり得ることは

認識されるべきである。

　最近の顕著な傾向は，◎HPに変わって登場し

たパワーポイントを用いた講義で馨ろうe講義

ノートは，◎鯉の時と追様ホームペーージにおか

れ，学生はいつでも見られるし，講義の時にノ

ートを取らず，ダウンロードして自分で講義ノ

ートを作ることができる。一見，時代の先端を

行く講義風景に見えるが，学生に最も評判の悪

い講義スタイルであり，しかも講義における学

生の理解を阻害するものですらある．新しく目「

にすることを理解するには，食べ物を胃が消化

するのと同様，脳が消化する時間が必要である。

板書きをすることは，教える側には非効率的で

あっても思考過程を学生と共有し，学生の理解

を促進させる上では他では置き換えられない手

段である。

　最近の劉の傾向として，Emailによる質問の

受付や宿題の提出があげられる。一見効率的で

あるが，情報の交換に時間のずれがあり，直接

対話によるやり取りに比べるとかなり効率が落

ちる，あるいは科学的な会詣法が身につけられ

ないという欠点が見られる。

　計算機の能力で最も注回すべきものは，3次

元グラフィックスとアニメーションであり．ま

たインターネットの注目すべきことはしカ所に

おかれた情報をどこからでもアクセスできると

いう点である。このような概念こそが教育に生

かされるべきものである。

　実際，そのような試みはすでに数年前から琶

界中で行われている。例えば，コロンビア大学

では，数式処理ソフトの利用を前提とした微積

分学の講義が開発されている。　　［LARshel，

鼠S◎1醗1ごa蕪LAfiskel，“Calculg§：A　CBPtpgter

algeb］ra　appreacl｝”　2fid　ed．　〈Illternatlefial　Press

Co．，　Boston，1997）］九州大学でも，理学部物

理学科で「図表教育からアニメ教育へ」をモッ

トーに，バーチャルラボラトリーを用いた新し

い講義が開発されている、1詳しくは大学教育

No．7，　P．39（2001）を参照してください。】

3．教養教育

　1．月23日の朝日新聞に，「リポート盗作と割

り出し，米で学生と大学がハイテク攻防」とい

う記事があった。リポートを電子メールで提撮

させていた米国バージニア大学の教授が，79

組の重複したリポートを割り豪し，そのことか

ら昨年末までに45人が退学処分になったとい

うものである。日本でも，ある国立大学で携帯

電謡のメールを使ったカンニングが発覚するな

ど，まさに教員と学生の攻防という蜜柑である6

程度の差はあれ，昔にも同様のことは行われて

いた。リポートといえば図書館に行き，百科事

典や教科書を書き写すことが常であった。同じ

出典からコピーすれば，重複したリポートとな

ったものだ。現在，情報検索はインターネット

で瞬時に行え，その進歩を見れば，単なる情報

を集めるだけのようなリポートを課すことは意
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味のないことと考えざるをえなくなっている。

　情報検索能力と文書処理能力が高度に発達し，

インターネットに自宅からアクセスできる今，

単なる知識の教授や単に知識を問う宿題は全く

意味をなさなくなっている。この時代，教養教

育が単なる知識を教授するものではないことを

改めて確認する必要がある。インターネットで

得る情報は，概して断片的のものでしかない。

大切なことは，知識の体系化，体系化した知識

の提供と相互の関連，知識のネットワークの形

成の仕方を訓練することである。仮想体験によ

る思考体験によってのみ，自ら体系化された知

識を構築する能力，さらに物事をよく判断し，

処理する能力を培うのである。いわば脳細胞の

ネットワークの上に形作られる知識のネットワ

ークを構築させることこそが教養教育の目指す

ものであり，インターネット時代においてもそ

の重要性は増すことはあれ決して衰えるもので

はない、

4．おわりに

　教養教育は，学生の人格形成の場としてある

ものであり，大学及び各部局の目標に従ってデ

ザインされるべきものである。単にIT機器を使

うことは，教育の質を上げるものではなく，ま

た必ずしも効率化するものでもないことに注意

すべきである。一人の教員の補助者が輪転機を

回して作れる情報を，すべての受講生がダウン

ロードして遅いプリンターで打ち出す姿は想像

するだけでも哀れである。高度に発達した情報

化社会，学ぶものの立場に立った教育改善が継

続して行われることを期待している。

これからの九州大学の教育

大学教育研究センター　押川元重

　かつて，ほとんどの大学院学生は大学教員に

なることをめざしていた。大学院学生数：が増加

するにともなって，大学教員になれる大学院学

生はごく一部になった。この事実からだけでも，

大学院教育のあり方に根本的な変化が求められ

る。なによりも，従来からの乱入教育の枠組み

を脱して，組織的な教育の体制が整えられるべ

きであろう。そうした努力が，カリキュラム内

容や授業科目内容を改革することを通して行わ

れているが，必ずしも十分とは言えないようで

ある。例えば，博：士課程の学生に対してさえ必

要になっている，関心の幅を広げさせるための

教育システムがどれだけ整備されているであろ

うか。電気の分野で卒業して化学の分野でノー

ベル賞を受賞した田中耕一さんの例は，学問の

あり方が変わってきていることを如実に示すも

のである。学習が必要になったとき，自ら学習

できる能力を育成することに，教育の重点を移

すことが必要になっているとも言える。確かに，

一つのことができない学生に沢山なことを求め
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ることには無理があるという理屈もなりたつが，

集中しながら周囲にも目を配るという学習態度

が，急速に変化する学問に対する姿勢として求

められるであろう。また，すべての学問を学ぶ

ことを学生に求めることはできなくなっている

としても，個性に沿った幅広い関心を育てるこ

とは可能であろう。少なくとも，狭い専門分野

に閉じこもらせる教育システムに問題がある。

　大学院教育についてそうであるならば，学部

教育においてはなおさらのことである。学問分

野ごとに垣根をつくって教育するのは前時代の

やり方である。しかも，学生が狭い分野に閉じ

こもって学ぶことを自ら望むのならば，それも

許されるべきであろうが，専門の幅を広げるこ

とを許さない，または，その気にさせない教育

システムには問題がある。大学教育において，

文系，理系と区別する発想さえもできるだけ少

なくすることが必要になっている。こうした大

学教育の転換はすべての大学に当てはまるもの

とは言えない。九州大学が，学問や社会の流れ

に追随すうのでなく，それらを切り開いていく

人材を養成することをその教育目標とする限り，

それに対応できる教育システムの構築が課題と

なっている。

　かつては，　「難しい入学試験の関門を通過し

てきた学生を無理して勉強させる必要は無い」

と公然と主張する教員もいた。極端な場合は，

全く勉強をした痕跡がない学生に合格の単位認

定をすることを誇る教員さえいた。今では，入

試におけるインプットだけではだめで卒業時の

アウトプット，すなわち，入学した学生にどの

ような能力を身に付けさせるかが問われるよう

になっている。実際，受験シフトが徹底した高

校教育の歪みによって，学生は，学ぶべき科目

を学んでいないだけでなく，講義を理解する力，

論理的に考える力，文章を書く力，発表する力

などの，大学で学習するうえで必要な能力を十

分に身に付けないまま入学している。しかし，

能力に欠けた学生に対する不満を述べるだけで，

すべき教育努力を放置したらどうなるかは，言

うまでもないことである。実際，そうした学生

も鍛えれば伸びる。そうだとするならば，入学

したばかりの学生を鍛える取組に全学的にもっ

と力を入れるべきではないだろうか。大学入学

時点における能力レベルがそれほど意味を持た

なくなる一方で，教育効果が問われるようにな

っているとき，その学習意欲の育成を含めて入

学した学生をどれだけ鍛えるかが問われている。

　かつての大学教育においては，学ぶことを許

された選ばれた者としての資格を認定する機能

が重要であった。そうした機能が薄れて，学ん

で何かに役立てるということが軽視できなくな

ってくると，効果的に教えるという視点が重要

になってきた。学問を役立てるという意味を近

視眼的に理解してはならないとしても，「教育

効果は学ぶ者自らが確認すればよい」という考

え方は否定され，教育の効果を教育組織として

確認することが求められている。つまり，教育

しつ放しという態度は許されないことになる。

大学教育においても，教えた者はその効果をど

のよう確認しているか，他の教員から見ての効

果はどうか，学んでいる学生は効果をどのよう

に確認しているか，学んでしばらくした後で当

人は教育効果をどのように判断しているか，と

いう多面的な教育効果の確認と，それに基づく

教育実施の改善が求められるようになっている。

ずっと後になって思いもよらない形で学習の効

果が確認できることがあるものであるが，そう

であったとしても，それぞれの時点での教育効

果の確認が求められている。しかも，教育効果

はあがっているはずであるというだけではだめ

で，教育効果を確認した根拠が求められる6教

育内容，教育方法，教育実施体制から教育効果

に及ぶ厳しい教育評価がすでに大学評価・学位

授与機構により実施されている。効果を考えた

教育においては，何を教えるかだけではなく，

何を理解させるか，どんなスキルをどこまで身

に付けさせるか，といった教育の到達目標を明

確にすることが必要になってくる。
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　かつての大学教育は授業を担当する教員に任

されていた。しかし，教育の責任が厳しく問わ

れるようになってくると，授業担当教員の個人

責任だけでなく教育組織の責任が問題になって

くる。教育目的や教育目標はきちんと定められ

ているか，それらの目的・目標を学生や教員は

きちんと理解しているか，個々の授業科目の内

容は心的・目標を実現できるものになっている

か，教育方法の改善や双方向教育は実施されて

いるか，成績評価はきちんと行われているか，

教員の教育能力向上の取組は行われているか，

などが教育組織に問われることになる。特に，

成績評価については，暖業握当教員がそれぞ

れ責任をもって評価しているはずである」と言

うだけではだめで，成績評価の実態がどのよう

になっているか，そこに問題は起こっていない

かといったことを自己点検・評価することが求

められる。特に成績評価は教育効果と密接に関

連している。成績評価には絶対評価と相対評価

の2つの大きな考え方の違いがあるので，当該

教育組織としてこの点をどのようにとらえてい

るかも問題になる。さらに，教育の効果をあげ

るために，出欠状況，授業への参加状況，レポ

ート提出状況などを多面的に評価することに努

めているかも，問題となる。そんなことは，そ

れぞれの授業担当教員が決めることではないか

と言いたいところであるが，それでもって教育

組織としての責任はとれているのか，と問われ

ることになる。全員が優と評価されるクラスや

合格者が半分もいないクラスがあり，学生の不

満があるとするならばなおさらである。成績評

価においても大学教育についての考え方を大き

く変化させなければならない点がある。

底してくると，構成員の主体性と意欲が薄れ，

教育と研究の機能に陰りが出てくる恐れがない

とは言えない。そこで，規制と自由の区別をど

こで切り分けるかということが重要になってく

る。そのための視点の一つは説明可能性であろ

う。たとえば，学生への対応の仕方である。入

格形成における重要な段階にある学生において

は，年長者からすると想像もできないほどの幼

稚な問題に取り慧かれ，悩み，一歩前に進めな

い状況が起こりがちである。学生はそうした迷

いを克賑するなかで成長していく。逆に，そう

した迷いに丁寧に対応する学生ほど大きくたく

ましく成長するのであるから，それらを見守り，

支援するだけの余裕をもつことが必要である。

しかし，勉学放棄を権利と思う学生に対しては

厳しく対応すべきである。いかなる者に対して

も説明できないような特権を受け入れてはいけ

ないのである。

　かつての自らを美化レがちであるという人間

の習性に習って，旧来からの教育の仕方を絶対

視したり，学生の現状を嘆くだけというのでは，

九州大学の未来がないことは明かである。また，

人閲の能力は固定したものではなく向上したり

衰退したりするものであるという教育の原点に

しっかりと立つことも重要である。学生の意欲

を育て，鍛えること，それも効果的に，個人と

組織の両方の責任を果たしながら実施していく

ことを通して，九州大学の教育は，新しい必要

性に対応して切り開かれていくものと信じる。

　かつての大学においては，教員の論理，職員

の論理，学生の論理が，時にはそれぞれの身勝

手な論理が，他からの批判を受けることなく通

用してきた面が少なくない。これからの大学に

おいては，そうしたことは許されなくなること

が，さまざまな動きを通して読みとれる。しか

し，大学においてさまざまなコントロールが徹
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◇資料　1－1）平成13年度FDの実施状況

企画名称 主催組織 実施霞 主対象 参加者数 主内容・その他

第1回全学FD 教育審議会 平成B年
@7月23日

新任教官 138名 新任教官の研修

第2回全学FD 教育審議会． 平成玉3年捻月20日

@　～2旧

各部局のFD
юiにおける
ﾀ務担当者

5◎名 各部局等におけるFD
ﾌ推進

文学部談話会
i第一9回～22回）

文
学
部
F
D
委
員
会

平成13年

@4月9日
@7月4日
@11月14日
ｽ成茎4年
@3月2◎日

文学部教官・
@生・学部生

各回共
R◎～4◎名

�x

各教官の最新研究の解
焉E紹介及びそれを元にした自由議論を通じ

ﾄの授業方法・指導方・
@の方策探求

学生による授業評
ｿに関するシンポ
Wウム

教育学部FD実
s委員会

平成13年
@重2月12日

教育学部
S教官

32名
①学生による授業評価　の集計結果を全教官　へ開示（フィードハ撃ック）

Aシンポジスト（4教　宮）による話題提供

B集団討議として，授
@業評価項目の見直し，
@学生へ集計結果のフ
@ィードバック及び学
@生との意見交換会の
@開催

有志教官による授
ﾆ公開

教育学部FD実
s委員会

平成董3年

@11月塞日
yび8日

教育学部
S教官

7名

8
　
他
教
官
の
授
業
観
察
　
教
育
方
法
全
般
に
関
す
　
る
実
践
的
な
情
報
交
換
　
の
毒
づ
く
り
③
教
育
方
法
開
発
を
支
援
　
す
る
シ
ス
テ
ム
構
築
の
　
た
め
の
検
討

FDプロジェクト
ﾏ員会会議

人間環境学研究
@FDプロジェ
Nト委員会

平成B年
@8月21日
@9月11日
@10月5日

FDプロジェ
Nト委員会委

10名 大学院におけるFDの
?阨絜yび他大学にお
ｯるFDの取組につい
ﾄの討議，人間環境学
､究院FDアクション
vログラムの策定

FD研修会 人間環境学研究
@FDプロジェ
Nト委員会

平成璽4年

@1月23日
入間環境学研
?@メンバー

約5◎名 講演会ε大学院におけ
驍eDの現状と課題」
ﾌ実施及びFDのあり
福ﾉついての討論

G－TELPテス
gの教育現場への
棊pについて

言語文化研究院「九大の英語教

轤�lえる会」

平成重3年

@6月8日
言語文化研究
@英語担当教
ｯ

12名 英語教育，G－TEL
oテスト，評価方法及
ﾑテスト開発について

英語教育のあり方 言語文化研究院・
u九大の英語教
轤�lえる会」

平成藍3年

@11月2日
雷語文化研究
@教官

3◎名 講演会
@「京都大学における
@英語教育について」
｢議
@「外国語教育のあり
@方，教育効果や方法，
@全学教育と学府教育
@のバランス及び学生
@の授業評価について」

教養教育・学部教
轣E（法科）大学
@教育

法学研究院長 平成13年
@玉隔月茎7日

法学研究院の
ｳ授，助教授
yび助手

28名 ①法人化後の教職員の
@勤務条件について
A学部段階における政　治学教育について

Bアメリカのロースタ
@ールにおける教育事
@情等について
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企画名称 主催組織 実施日 主対象 参加者数 主内容・その他

学部教育改革・ロースクール教育に

ﾂいて

法学研究院長 平成匪4年

@3月23日
法学研究院の
ｳ授，助教授
yび助手

29名 法科大学院構想の現状
ｵ及び学部教育改革へ
ﾌ視点

法学部2年前期の
ｭ人数教育のあり
福�ﾟぐって

法学部学務委員 平成13年
@10月26日

法学研究院の
ｳ授，助教授，

侮闍yび大学
@法学府博士
ﾛ程学生

27名 ①法政基礎演習IIの教
@育目標・教育課程の
@中での役割等
A法政基礎演習1，IIに
@関する教育実践交流

新学習指導要領と
蜉w教育への影響

法学部学務委員 平成13年
@12月茎2日

法学研究院の
ｳ授，助教授

15名 薪・学習指導要領及び「学力の低下」等につ

｢て

刑事訴訟法講義の

獅ﾝ
法学部学務委員 平成獅年

@1月23沼
法学研究院の
ｳ授，助教授

14名 刑事訴訟法授業方法変
Xのきっかけと経過，
o方向的授業の意義

経済学研究院・学す
烽eD研修会報告

経済学研究院・

eD委員会
平成14年

@3月6日
経済学研究院
¥成メンバー

33名 FD推進のための行動
v画の概念案及び点検
]価サイクルの一環と
ｵてのFDについての
竭闥�Nと解説と討論，
w部と学府のFDにつ
｢ての問題提起と討論，
Vラバスに関する葦囲
�Nと討論

理学部物理学科第
R回ファカルティ・デイベロツプメ

塔g「物理学実験の検

ﾘ一今までの改革
ﾆ今後の課題一」

理学部物理学科 平成叢3年
@廿日26日

物理学科全教
ｯ，他学科教
ｯ

18名 物理学総合実験の説明，
`白質分子の電気泳動
ｪ画と結晶作成，レー
Uー・ホログラフィ，
ｴ子核の人工変換及び
ｨ理学基礎実験

全学教育科目とし
ﾄの化学教育の改
Pへの取組

理学研究院化学
薄

平成14年

@2月1日
理学研究院
ｻ学部門教官

30名 講演：全学教育科目と
ｵての化学教育の改善への取組について

平成B年度FD・
gD講演会

理学研究院化学
薄

平成14年

@2月9日
冠D：理学部
@　全体FD：主に

@　化学部門

60名 講演
@九大における学生・
@院生の心のケア
A化学科・化学専攻教
@育及び学生実験にお
@ける学生の取組
B化学系専攻特論及び
@集中講義への院生の
@取組

修士課程カリキュ
宴?�lえる

理学部地球惑星
ﾈ学科教務委員
?E修士課程カ潟
L
ュ
ラ
ム
検
討
W
G

平成13年
@稔七重8日

学科内教官，

w生及び院生
約4◎名

学生・教官へのアンケートを通しての問題点の分析，新演習藻塩の

燉eの見直し

九重合宿研修 数理学研究院 平成13年

@7月20日
@　　～22目

数理学研究院
ｳ官

15名 数学科3年生に係る卒
_セミナーの選択方法
yび学生の進路につい

ﾄ
九州大学における
矧w教育改善研究

数理学研究院フ
@カルティ・デ
Cベロツプメン
g委員会

平成14年
@1月3匪iヨ

数理学研究院
ｳ官

65名 ①九州大学における教
@育運営組織について
A全学教育，工学部教
@育及び理学部数学科
@における数学科目の
@内容について
B平成15年度から実施
@される高等学校薪学
@習指導要領について
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企画名称 主催組織 実施日 主対象 参加者数 主内容・その他

九重合宿研修 数理学研究院 平成韮3年

@10月8日
@　　～9日

数理学研究院

ｳ官
7名 数学科1年生に数学の

wび方をどう教えるか

第2回医学部医学
ｳ育ワークショッ
v

医学部 平成13年

@8月16日
@　　～17臼

医学教育に携
墲驪ｳ官

36名 望ましい学習，医学教
轤ﾉ望まれるもの，カ
潟Lュラム，学習方略
yび教育評価について

合宿研修「九州大
wにおける歯学教
轤ﾌ現状と将来像」

歯学研究院 平成13年

@7月28B
@　　～29日

歯学研究院，

賦w部附属病
@の教官

37名 歯学生に必要な教養教
轣C歯学基礎教育，専
蛯ﾌ臨床教育及び歯学
{における教育

講演会「米国にお
ｯる医学豊前・盤
ﾘ臨床教育」

医・歯・薬学研
?@

平成玉3年

@8月29B
医・歯・薬学
､究院の教官

約150名 どのようにして学生を
�ｯ入れ，教育では侮
�d視するか

機
械
系
F
D
セ
ミ
ナ
ー 工学研究院機械

ﾈ学部門及び知
¥機械システム
薄

平成B年
@5月玉7日
@6月14日
@7月19日
@9月2◎日
@重0月18日
@11月26日
ｽ成14年　1月22日

@2月21日
@3月22日

iおよそ，

@毎月1回）

工学研究院機
B科学部門及
ﾑ知能機械シ
Xテム部門の
u師以上の教
ｯ

1　27名2　3◎名

R　35名4　27名

T
　
3
玉
名
6
　
2
9
名
7
　
2
8
名
8
　
2
7
名
9
　
2
6
名

①企業はこうやって変わろうとしている一2．

ﾀ
灘
轡
か
一
そ
の
意
義
と
方
法
一
，
⑤
脳
病
機
械
学
会
に
お
け
る
J
A
豊
朋
関
連
の
活
動
，
⑥
技
備
者
教
育
認
定
制
度
に
つ
い
て
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
，
⑦
想
像
設
議
を
実
施
し
て
，
⑧
機
械
系
学
生
に
対
す
る
嫡
母
製
図
教
育
，
⑨
全
学
共
通
教
育
科
目
：
数
学
・
物
理
に
つ
い
て

A＆Aセミナー 工学府航空宇宙
H学専攻

A＆Aセミナー1

?資謗O木曜

`＆Aセミナー豆

?資謌齧ﾘ曜

A＆Aセミナー1

w生，教職
@員及び一般
@社会人A＆Aセミナー皿

鼾U教官の
ﾝ

セミナー1

@30～70
@　　人
Zミナー巫

@20～23
@　　人

大学法人化の方向と課
閨CS£a糖sa簸感F漁τe
aB壷ec緩。総of　Ae㈱ac¢

ｹや昆虫の飛翔の空気
ﾍ学的メカニズム，互T
p半導体のメカニズム

平成13年度農学研

?@FD
農学研究院竃 平成B年

@12月11日
農学研究院
yび関連施設
ﾌ教官（講師
ﾈ上）

62名 アメリカにおける講義のやり方，講義内容の

?�ﾉおける学生の授
ﾆ評価の利用及び平成璽2年度後期学生講義ア

塔Pート結果の報告

平成13年度総合理
H学府教育推進研
??i理工系教育
ﾒのためにFD）「教官相互による

u義参観」

総合理工学府教
逅юi研究会

平成韮3年4月～

ｽ成14年2月

授業担当教官
ﾆ参観教官

前期46科目

рP04名
繩冾Q4科目

рT3名

講義内容（専攻の教育
T念及び臼的をどの程
x反映しているか），
ﾙ分野の学生の存在と
ﾎ応，講義の難易度と
w生に期待する理解度とその実現度，成績の

]価方法及び講義の位
uづけ

平成13年度第2回
tァカルティ・デ
Bベロップメント「学府長と修了予

闔ﾒとの懇談会

総合理工学府教
逅юi研究会

平成欝年
@3月22巳

学府長，評議
�i現・次期）
C学務委員長，

C士・博士後
叝C了予定者

学生玉0名

ｳ官4名
大学院教育，教育環境
yび学生支援等につい
ﾄ

パネル・ディスカ
bション　「システ
?﨣�ﾈ学の教育
�lえる」

システム情報方
?揄ﾈ学府

平成14年
@2月21日

システム情報
ﾈ学研究院の
ｳ官

56名 大学院教育，学部教育，
n成科闘，電気情報工
w科のJa協e対応及び
S学の情報処理教育に
ﾂいて
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◇　1一一　2）平成13年度学生による授業評価の実施状況

企画名称 主催組織 実施月 翻査対象 結果報告書 主内容・その他

平成13年度前期r学生による授業

]働

全学教育自己点
氈E評価委員会

平成13年

@7月
全学教育科目
賰b科学科目
､の内，化学
u義科目，生
ｨ学講義科目
yび実験科目
ﾌ履修学生

学生による
�ﾆ評価（平
ｬ匪3年度前
冝jのデー
^ー覧

講義科目：学生の取
g高，理解度，テキスト，配布資料，授

ﾆ内容
ﾀ験科目：実験説明
早C学生の取組度，
ｳ官の指導方法，TA，
揄�x，意義，設備

平成13年度後期r学生による授業

]細

全学教育自己点
氈E評価委員会

平成14年

@1月
全学教育科目
i実験科目を
怩ｭ）の全て
ﾌ科目に係る
囂C学生

平成12年度前期と同
ｶ調査様式で実施。
w生の取組状況，理
�x，感想，授業改
Pへの要望事項

文学部における授
ﾆ評価アンケート

文学部FD委員 平成14年
P月2蝦
@～2月8日

平成13年度
繩匇J講の文
w部専任教官
ﾉより開講さ
黷ﾄ講義科目
ﾌ履修学生

履修動機，出席状況，
�ﾆ内容の理解度，
�ﾆ内容の感想及び
�ﾆ方法・テクニッ
Nの評価

学生による授業評 教育学部自己点
氈E評価専門委
�

平成13年度
O期授業の最
繧ﾌ時間

学部学生 教育学部自
ﾈ点検・評
ｿ報告書
iVo玉．5）

授業初回での説明の
L無とその明確さ，
�ﾆの仕方，授業全
ﾊに対する評極及び
]定理由についての
ｩ由記述

授業評価アンケー
g

人間環境学研究
繧eDプロジェ
Nト委員会

平成14年

@2月～3月
人間環境学府
C士課程1・2年生

指導教官の研究指導，
u義，演：習に関する
]価及び要望・感想

2◎◎業年度前期「学

ｶによる授業評価」
法学部学務委員 平成B年

@7～9月
平成玉3年度
O期開講の講
`科目履修学
ｶ

学生掲示板
繧ﾅの集計
級ﾊ公表

アンケート調査方式
ﾉよる授業評価

2001年度後期「学
ｶによる授業評価」

法学部学務委員 平成14年

@2月
平成B年度
繩匇J講の講
`科目履修学
ｶ

学生掲示板
繧ﾅの集討
級ﾊ公表

アンケート調査方式
ﾉよる授業評価

経済学部・学府
w生アンケート

経済学研究院・

eD委員会
平成13年度
O期及び後期

経済学部・学
{の学生・大
w院生

報告書「経
ﾏ学部・学
{学生・教
ｯアンケー
g」簾3年度
O期及び後

学部学生及び大学院
ｶに対するアンケー
g調査

化学科・化学専攻
ｳ育及び学生実験
ﾉおける学生の取
闡gみ

理学研究院化学
薄

平成13年
@箆月～平成辮年

@3月

学部4年生　　　　　鮎 講演会での
�髄
ﾘ子作成予

学部4年生へのFD
Aンケート

修士課程カリキュ
宴??�ﾉ関わる
w生懇談会

理学研究院地球
f星部門修士課
�Jリキュラム

沒｢WG

平成藍3年

@9月14日
地球惑星科学
ﾈ学部学生・
鼾U大学院生

第2回FD
�随早u修
m課程カリ
Lュラムを
lえる」の一部として

L載

大学院カリキュラム
ﾌ問題を学部カリキ
?宴?ﾆの関連から
ﾆらえ，学力低下の
ｴ因，現行講義の問
闢_，改良すべき点
凾ﾌ議論

学生による授業に
ﾎするアンケート

数理学研究院自
ﾈ点検・評価委
�

平成13年度
@前期末及び
@後期末

理学部数学講
`科目の履修
w生

出席状況，授業理解
x，担当教官への要
]及び理解できない
鼾№ﾌ解決方法等
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企画名称 主催組織’ 実施月 調査対象 結果報告書 主内容・その他

学生による授業評 医学部学務委員 平成14年 学部学生 自己の学習態度，授
緬 会 2～3月 1～4年生 業過程の評価，総合

評価，自由記述評価

授業評価アンケー 歯学部学務委員 平成裏3年9 歯学部学生 歯学部全授業科臼に
ト 会 月及び平成 ついてのアンケート

14年2月の
授業最終日

学生による授業評 薬学部FD委員 平成叢3年9 薬学部全学生 学生の出席状況，授
価 会 月及び平成 業態度，理解度，満

14年2月 足度，シラバスとの
整合性，講義内容，
教材等の作成状況，
教官の準備・工夫・
課題の出し方，カリ

｝ キュラム編成及び科
目のあり方

学生による授業評 工学部 平成13年7 工学部学生 学生による 出席状況，シラバス
価 月及び平成 授業評価に の利用度，教官への

14年1月 関するデー 質問，理解度，時間
ター・覧（平 配分，補助教材の適
成13年度前 否，知的好奇心の度
期） 合い，満足度及び授

業改善への隠線

講義内容に関する 農学部 平成13年度 平成13年度 受講者の講義に対す
アンケート 前期 前期開講の農 る取組講義内容及

学部専攻教育 び進め方
科目受講者

学生に対するアン システム情報科 平成14年 修士課程学生 大学院教育 修士課程進学の團的，
ケート調査 学研究院 1月 の現状に関 進学後の満足度，履

するアンケ 修科目の選択，受講
一ト調査報 科目理解度及び教官
告書 の講義方法に対する

意見

講義に対する学生 総合理工学府学 平成13年10 総合理工学府 ：HPに掲載 出席率，講義の面白
へのアンケート 務委員会 月～平成14年 開講授業科目 予定 さ，理解・修得程度，’

3月 受講学生全員 満足度及び担当教宮
への要望

副専攻（異分野体 総合理工学府学 平成14年 修士課程学生 HPに掲載 ①副専攻単位取得の
験学習）受講者へ 務委員会 3月 1年生 予定 有無②全体講義の
のアンケート 面白さ・理解・修得

の度合い，③他専攻
での研究体験の面白
さ，理解・修得の度
合い，④他専攻での
研究体験の内容・時
間，⑤レポート作成
の時間・負担度
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◇　1－3）平成13年度教育に関する調査の実施状況

企画名称 主催組織 実施月 調査対象 結果報告書 主内容・その他

卒業を前にした学 全学教育自己点 平成14年 全学部の卒業 一全学教育中心に一
生アンケート調査 検・評価委員会 1月 予定者 卒業を前にして，社

会，人間や文化，歴
史，地球環境や自然，
健康やスポーツへの
関心や理解度等を含
め，全学教育の評価

教官アンケート調 全学教育自己点 平成糾年 専攻教育科目 一学部高年次学生の
査 検・評価委員会 1月 授業担当教官 教育成果について一

（講師以上） 高年次学生に期待し
たレベルとの実際の
レベルの評定

九州大学の卒業者 全学教育自己点 平成14年 本学卒業者の 全学教育の成果を調
についての評価ア 検・評価委員会 1月 就職先人事担 べるための卒業者の
ンケート調査 当責任者 受けている評定（意

（上位韮蓋2箇 欲，態度，姿勢，能
所） 力，関心度及び理解

度等）

文学部におけるカ 文学部FD委員 平成13年’ 文学部各コー 「文学部の 時間割改善点，シラ
リキュラム・教育 会 韮1月寒冒 スから抽出し 教育活動に バス内容，成績評価
体嗣に関する調査 ～27日 た2，3講座 関する自己 基準，教室設備，専

所属の学生 点検・評価 門分野決定および進
（2・3年生） 資料」掲載 学の時期

新入生アンケート 法学部学務委員 平成茎3年 法学部 r学生ニー 大学進学等に関する
会 4月9日 新入生全員 ズ調査結果 事項，法学部への志

の分析」 望動機，法学部教育
への期待等

2年生アンケート 法学部学務委員 平成茎3年 法学部 r学生ニー 全学共通教育，総合
会 4月霊7日 新2年生全員 ズ調査結果 選択履修方式，法学

の分析」 部専攻教育科目，進
路及び法学部教育に
ついての意見

オープンキャンパ 法学部学務委員 平成13年 九州大学説明 糞溜プンキャンパス
スアンケート 会 7月26日 会へ参加した の感想，九大法学部

高校生及び高 への志望，九大に対
校教員等 するイメージ・ニー

ズ・意識

法政基礎演習1ア 法学部学務委員 平成14年 法政基礎演習 演習rの選抜方法，
ンケート 会 1月 1の受講学生 実施時期及び教育目

（法学部1年 標，演習Hへの関心
生〉 度，演習1・法学部

教育全般に対する意
見及び受講する各回
習の評価

法政基礎演：習涯ア 法学部学務委員 平成董4年 法政基礎演習 演習巫の選抜方法，
ンケート 会 1月 Hの受講学生 実施時期，演習巫・

（法学部2年 法学部教育全般に対
生） する意見及び受講す

る各演習の評価

卒業予定者アンケ 法学部学務委員 平成14年 各教官の演習 法学部教育に関する
一ト 会 1月 に参加する卒 総合評価，良かった

業予定者 点，改善点，満足度，
法学部教育への感想
・意見

学生座談会 法学部学務委員 平成14年 法学部教育に関する
会 2月18日 総合評価，授業・演

習のあり方，成績評
価，カリキュラム・
コース制，教職との
関連，図書館・設備

一　1！　一



企画名称 主催組織 実施月 調査対象 結果報告書 主内容・その他

経済学部・学府 経済学研究院・ 平成13年度 学部と学府の 「九州大学 学部及び学府の講義
教官アンケート FD委員会 前期及び後期 講義担当した 経済学部・ に対するアンケート

教官（専任及 学府　学生
び非常勤） ・教官アン

ケート」

卒業生から見た理 卒業生に対する 平成13年10 理学部卒業生 報告書・資 入学試験，全学（共
学教育 アンケート調査 月～平成14年 昭62，平6， 料集「卒業 通）教育，専攻教育

2月 平9～韮3年 生から見た のカリキュラムと内
理学教育」 容について

化学系専攻・特論 理学研究院化学 平成霊3年 化学系専攻の 講演会での 院生へのFDアンケ
および集中講義へ 部門 12月17日 大学院生 報告，冊子 一ト
の院生の取り組み ～24日 作成予定

修士課程カリキュ 修士課程カリキ 平成13年 地球惑星科学 報告書「修 修士課程カリキュラ
ラム改訂に向けた ユラム検討WG 9月 部門教官 士課程カリ ムに対するアンケー
教窟アンケート キュラムを ト

考える」の
一部で記載

担当教官による授 工学部・エネル 平成13年 平成玉3年度 学科：HPで 授業回数履修者数
業報告 ギー工学科 7月，9月 前期開講の専 公開 単位修得者の数と平

攻教育科目な 均点，認定方法，演
らびに全学教 習・授業評価実施の
育基礎科学科 有無授業内容，工

、
目の授業担当

ｳ官
夫点，学生の授業態
x・雰囲気，その他

教育活動に関する 工学部・工学府 平成B年 工学部・工学 講義等の担当（補助）
教官の自己点検・ 12月五8日～ 府の全教官 コマ数，講義実験等
評価 平成14年1 の改善努力，学生指

月三十 導（学生の受け入れ
数等），学内外での
教育活動

教鞭に対するアン システム情報科 平成14年 システム情報 大学院教育 学府全体の教育，講
ケート調査 学研究院 1月 科学府の担当 の現状に関 義科目・演習科目・

教官 するアンケ セミナーの実施状況，
一ト調査報 修士学生に対する研
告書 究指導

総合理工に関する
w生へのアンケー

総合理工学麿学
ｱ委員会

平成重3年

@10月
修士，博士 HPに掲載

¥定　　　一
ト 究環境に関する評価，

共通講義に対する満
儀表，生活環境

総理：工教官へのア 総合理工学府学 平成13年 教官 ：HPに掲載 教育研究環境に関す
ンケート 務委員会 豆0月 予定 る評価，学生指導の

工夫，教育研究にの
問題点・改善点

専攻に関する学生 総合理工学府学 平成14年 修士，博士 HPに掲載 所属専攻目標につい
へのアンケート 務委員会 3月 予定 ての理解度，講義・

所属研究室に対する
満足度，専攻につい
て感じたこと

修了生へのアンケ 総合理工学府学 平成14年 修了生 HPに掲載 在学時の講義・研究
一ト 務委員会 3月 （修士・博士〉 予定 指導・教育研究環境

及び経験の役立ち度

講義に対する教官 総合理工学府学 平成圭4年 講義担当教官 HPに掲載 講義準備程度，講義
へのアンケート 務委員会 3月 予定 中の密度・熱意，学

生の講義内容理解度

外国人研究留学生 国際交流委員会 平成14年 外国人研究留 留学目的・留学先選
（大学院生及び研 2月 学生，教官及 同等，指導教官と指
究生）の教育・研 びチューター 導体鰯の関係，指導
究環境改善のため の結果等，チュ一戸
の基礎的調査 rとの関係及び留学

生受入に関する政策
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◇　2－1）平成14年度入学者の高校履修科圏

　平成6年度に高校に導入された新教育課程の卒業者が入学した平成9年度から，入学手続きの際に

本人に質問するかたちで高校での履修科目調査を実施している。なお，物理履修者と未履修者とにわ

けて，基礎科学科目数学のf微分積分入門」は数学IIIの未履修を前提として，共通授業概要を作成し，

授業クラスを編成している。平成13年度から，社会の履修科目を質問項目に加え，文系学部の入学者

も調査対象としている。

○　理科：文系学部（文学部，教育学部，法学部，経済学部経済・経営学科）

　・IBにおいて，履修者割合が多い順に生物（7＆2～66．　7％），化学（70．8～59．3％），物理（23．1

　　～13．3％），地学（16．7～9．　2％）となっている。文学部では，物理と地学の履修者の割合が接近

　　している。

○　理科：理系学部（経済学部・経済工学科，理学部，医学部，歯学部，薬学部，工学部，農学部）

　・工学部においては，全学科で物理も化学も100％ないしほぼ全員が履修している。生物IBの履修

　　者はIO．1～4．2％である。

　・理学部においては，化学IBを全員（100～98．　4％）が履修している。物理IBと生物IBの履修

　　は学科による差異があり，物理IB履修と生物IB履修の割合は，物理学科で98．4：　9．　4，化学科

　　で79．　5：27．4，地球惑星科学科で，98．0：14．　0，数学科で94．　8：12．1，生物学科で32．　7：81．8で

　　ある。

　・農…学部においては，ほぼ全員（99．1％）が化学を履修し，生物IBと物理IBの履修者の割合は，

　　5＆7：49．4である。なお，平成13年度のこの割合は，56．2：54．5であった。

　・医学部，歯学部，薬学部においては，全員（100～99．0％）が化学IBを履修している、物理IB

　　は履修が，85．1％（医），64．7％（歯），66．　3％（薬），生物IBが30．7％（医），39．2％（歯〉，

　　38．6％（薬）である。

○　社会：文系学部（文学部，教育学部，法学部，経済学部経済・経営学科）

　・履修割合が最も多いのは世界史B（7e．1～61．1％）で，次が日本史B（64．　8～47．7％）である。

　　政治・経済（44．　3～2Z　8％），倫理（40．　6～31．5％），現代社会（42．6～28．7％）の履修割合はi接

　　近しており，これらの科目より地理B（33．3～14．5％）が少ない。

○　社会：理系学部（経済学部・経済工学科，理学部，医学部，歯学部，薬学部，工学部，農学部〉

　・理系学部全体として，履修者割合がもっとも多い科目は地理B（66．7～47．9％）である。地理B

　　よりも世界史Bの履修者割合が上回っているか同じであるのが，理学部数学科（4＆3：51．7），医

　　学部（5玉．◎：52．9），歯学部（48．2：48．2）であり，理系学部においては，世界史B以外に地理B

　　の履修者割合を上回る科目はない。日本史B，政治・経済，倫理，現代社会の履修者割合は学

　　部・学科によって変動はあるものの接近している。

○　理系か文系かの進路の決定時期

　・高校入学前に理系進学を決めている者の割合は，文系学部入学者（13．2～22．　4％）よりも理系学

　　部入学者（21．4～46．9％）に多い。理系学部への進学を，高校1年までに医学部では73．5％，理

　　学部地球惑星科学科では90．0％の者が決めている。
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蜘礁晦葦：

　高校における履修状況に関する平成14年度入学者を対象とした調査（その1）

一文・教育・法・経済学部・21世プログラム新入生の教科別履修者の割合（％）一

文学部 教育学部 法学部
経済学部

経済・経営

経済学部

経済工
21世紀

入学者数

回答者数

回答率

168
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98．　2
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54

1ee．　e
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高校入学前

高校　1年
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合格発表後
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※入学者数には，外国人特別入学者及び入学手続き（調査用紙回収）後の辞退者を含む。

※高校入学前・1年・2年・3年・合格発表後　は進学先を文系か理系のいずれにするかを決めた時期。

一　14　一



高校における履修状況に関する平成14年度入学者を対象とした調査（その2）、

一理（物理・化学・地炉・数学・生物）学部新入生の教科別履修者の割合（％）一
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※入学者数には，外国人特別入学者及び入学手続きく調査用紙園収）後の辞退者を含む。

※高校入学前・1年・2年・3年・合格発表後　は　進学先を文系か理系のいずれにするかを決めた蒔期。
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高校における履修状況に関する平成14年度入学者を対象とした調査（その3）

　　　　　一医・歯・薬・農学部新入生の教科別履修者の割合（％）一

医学部 歯学部 薬学部 農学部

入学者数

園答者数

回答率
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※入学庸数には，外国入特別入学者及び入学手続き（調査用紙回収）後の辞退者を含む。

※高校入学前・1年・2年・3年・合格発表後’は進学先を文系か理系のいずれにするかを決めた時期。
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　　高校における履修状況に関する平成14年度入学者を対象とした調査（その4）

一工（建築・電情・物質・地環・エネ・機航）学部新入生の教科別履修者の割合（％）一
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※入学者数には，外国人特別入学庸及び入学手続き（調査用紙回収）後の辞退者を含む。

※高校入学前・1年・2年・3年・合格発表後　は　進学先を文系か理系のいずれにするかを決めた時期。
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◎全学教育企画委員会（第8回）

　　　　　　　　平成14年7月16日（火）開催

○報告

1．法人化に伴う中期目標・中期計画の策定に

　ついて

　　本委員会として中期目標・中期計両の1次

　案を企画専門委員会委員長あて提平した旨の

　報告と今後も引き続きこの1次案を精査して

　いくため，追加訂正等があれば，学務課あて

　提出して欲しい旨の依頼があった。

2．新キャンパス移転過程における全学教育の

　実施について

　　移転シミュレーション検討プロジェクト会

　議で全学教育の移転について検討している旨

　の報告と今後検討を重ねていぐうえで全学教

　育に関して，本委員会及び各学部から意見を

　出して欲しい旨の依頼があった。

3．新キャンパスにおける全学教育施設の概要

　について

　　本委員会において，新キャンパスにおける

　全学教育施設の検討を進めるために大学教育

　研究センターが作成した原案について，説明

　があり，今後，各企画部会で新キャンパスに

　おける講義室の検討を行い，本委員会に報告

　してもらうことになった。

4．各企画部会からの活動報告について

　①教養教育科臼企画部会

　　・平成15年度からのカリキュラム見直しが

　　　不可能になったことと今後，新しいWG

　　　で検討していくこと。

　②言語文化科圏企画部会

　　・言語文化科目全体のカリキュラムの見直

　　　しを進めている申で，英語及びその他の

　　　外国語のニーズ分析をするため，近々，

　　　各部局教務関係の先生方にアンケートを

　　　実施すること。

　③健康・スポーツ科学科目企画部会

　　・実習内容について，人間関係のスキルを

　　　高めること及びメンタルヘルス関係を取

　　　り入れることについて，実施部会で検討

　　　していること。

　　・医学部保健学科の設置，九州芸術工：科大

　　　学との統合により，六本松のグランドが

　　　削減されることに伴い，実習内容の変更

　　　を検討していること。

　④基礎科学科目（数学〉企画部会

　　・九州芸術工科大学との統合を控え，全学

　　　教育の数学のコマ数損当を芸工大の現在

　　　のスタッフと打合せを行っていること。

⑤小田垣理学研究院長（世話部局長）

　　・規則上，副部会長を設けてほしいこと。

　　・世話部局として，企画部会と実施部会で

　　　8つの部会の世話をすることになるので

　　　WGを作ることを検討していること。

⑥基礎科学科目（地学）企画部会

　　・企画部会と実施部会の合同会議を実施し

　　　てWGを作り，地学及び地学実験につい

　　　て検討していくことe

5．その他．

（1）全学FDについて
　　　7月23日開催の全学F1）で，全学教育の

　　基礎科学科目についてのFDを実施して，

　　今後この企画部会が円滑に運営していくよ

　　うにすること及び第2回：FDでは全学教育

　　の教養科目について：FDを実施する予定で

　　ある旨の報告があった。

○議題

1．平成15年度医学部保健学科の全学教育カリ

　キュラム（案）について

　　医学部保健学科の看護学専攻，放射線技術

　科学専攻及び検査技衛科学専攻の全学教育カ

　リキュラム（案〉が了承された。

2．医学部保健学科の全学教育担当分（案）に

　ついて

　　全学教育担当分（案〉について，担当科目

　については担当者と調整することとし，了承

　され，担当分野の変更については，今後，本

　委員会で審議することになった。
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3．芸術工学部（仮称）の全学教育担当分（案）

　について

　　芸工大が作成した全学教育の担当分（案）

　について，各企画部会又は企画部会でWGを

　設置し，必要な場合は芸工大の先生にオブザ

　ーバーとして参加いただき，この原案につい

　て検討して疑問点を整理することになった、

　　なお，芸工大に対して，各企画部会等にオ

　ブザーバーとして参加いただく担当者を依頼

　することになった。

4．全学教育企画委員会ワ野南キンググルーープの

　構成について

　　WG構成について，本委員会以外からご人

　の先生が入っているとの説明の後，システム

　情報科学研究院の雨宮教授に加わっていただ

　き，16名の構成とすることで了承された。

5．社会連携参加学生への単位授与について

　　ボランティア，インターンシップ及び課外

　活動について，本委員会で今後，引き続き，

　検討していくことになった。

6．その他
（1）全学教育化学科目の改善実施（案）につ

　　いて

　　全学教育化学科目改善実施（案）について

　了承された。

　　なお，この改善実施（案）の具体化につい

　ては，今後，全学教育実施委員会で担当して

　もらうことになった。

（2）各企画部会及び各実施部会の事務担当に

　　ついて

　　各企画部会及び各実施部会の事務担当につ

　いて検討して欲しい旨の提案があり，各企画

　部会及び各実施部会の副部会長の設置を含め

　て，今後検討していくことになった。

◎全学教育企画委員会（第9回）

　　　　　　　　平成15年1月27日（月）開催
　　　【現在，作成中のため，次号掲載予定】

◎全学教育実施委員会（第12回）

　　　　　　　平成14年7月31日（水）開催
○報告事項

1．九州大学全学教育r学生による授業評価（平

　成13年度後期）のデ・pt・・ター覧及び結果のまと

　め」について

　　平成13年度後期開講の実験科圏を除く全て

　の全学教育科目を対象に平成14年1月に実施

　した「学生による授業評価」の調査結果にっ

　いて，fデーター覧及び結果のまとめ」を作

　成したことと，各部局，関係委員会及び各授

　業担当教官等へ早急に配布予定であることの

　報告があった。

2．平成14年度前期定期試験の実施に伴う不正

　受験防止について

　　平成14年度前期定期試験が9月9日（月）

　から24日（火〉の日程で実施されるが，不正

　受験を行う者が毎回数名ずつ出ているので，

　六本松地区学生委員会委員長より文書を監督

　教官に配布し，改めて注意喚起を行っていた

　だきたいとの依頼があった旨の報告と昨年度

　と同様に監督の先生方に改めて不正受験防止

　に努めていただくよう周知願いたい旨の発言

　があった。

3．平成15年度開設の教養教育科圏（コア教養

　科目）について

　　平成15年度医学部保健学科の設置に伴い，

　新規に教養教育科目（コア教養科目）として，

　「医療と福祉（2単位）」を開設し，その取

　扱い，平成玉5年度入学者から適用すること及

　び平成16年度に九州芸術工科大学との統合が

　予定されており，その際にも新たにコア教養

　科目の新設が予定されているが，その取扱い

　等についてはカリキュラム全体の検討も含め

　て，今後継続審議とすることが全学教育企画

　委員会で承認された旨の報告があった。

　　また，コア教養科目については，単位数や

　区分等の取扱いが学部により異なるが，何れ

　の学部においても，それぞれ区分ごとに必要

　な単位が不足している場合でも，f医療と福

　祉」を修得していれば，その不足区分の単位

　とすることができること及びこの科目につい

　ては，平成15年度以降入学者のみが履修可能

　となる旨の発言があった。

一　19　一



綬冶β・Nol　i　2’＼

4．平成15年度医学部保健学科の全学教育カリ

　キュラムについて

　　平成15年度医学部保健学科設置に伴うその

　カリキュラムが全学教育企画委員会において

　承認されたこと及び病院地区で開講される個

　別教養科目9科園については，履修を希望す

　る他学部学生も履修可能なように現在，病院

　地区日となっている木曜の3・4時限に開講
　予定である旨の報告があった。

5．医学部保健学科の全学教育担当分について

　　平成15年度医学部保健学科の設置に伴い，

　医学部保健学科の先生方が全学教育を担当す

　ることが全学教育企画委員会で承認された旨

　の報告があった。

　　また，基礎科学科目の右側の科目名の記載

　については，担当の科目を限定するものでは

　なく，今後，時間割を作成する段階で各部会

　で調整すること及び4年後には全てを見直す

　ことになっている旨の報告があった。

6．各科匿実施部会の活動状況について

①教養教育科目実施部会

　　・来年度の授業計画を担当者へ問い合せ中

　　　であること。

②言語文化科目実施部会

　　・英語共通教科書の一部を早急に改訂する

　　　必要があるので，現在検討中であること。

　　・英語の選抜クラスを受講したこと自体を

　　　評価するシステムを検討中であること。

　　・中国語の一部の選択コースで，到達度・

　　　意欲が違うので，来年度からクラス分け

　　　を行うことについて検：嘉していること。

　　・14年度履修状況を調査し，結果を秋の言

　　　文フォーラムに掲載予定であること。

　　・言語文化科臼の抜本的な改革案を策定中

　　　であること。

③健康・スポv一一・一ツ科学科目実施部会

　　・保健学科設置及び芸工大との統合に伴う

　　　講義室不足の対応策として，六本松グラ

　　　ウンドへの講義棟建設を了承したこと。

　　・後期の授業に影響を及ぼすことになり，

　　　人数割りを検討中であること。

　④情報処理科目実施部会

　　・情報処理科目1及びllの内容について，

　　　検討を行っていること、

　　・情報処理科目IIの「システム情報科学先

　　端領域」受講者が電気系学生に偏ってお

　　り，開講i中止の方向で検討中であること。

⑤基礎科学科目（数学）実施部会

　・芸工大の数学担当者と担当者やコマ数等

　　について，協議を行ったこと。

⑥基礎科学科目（物理学・化学・地学・生物

　学〉の世話部局

　・8月中旬に全ての部会（企画を含む）を

　　開催し，副部会長を中心とする実施体制

　　を整える予定であること。

　・数学を含めた横の連携をとるために，基

　　礎科学科目（理学部関連）の連絡会議を

　　設置する予定であること。

○議題

1．平成14年度授業時間割の変更等にフいて

　　平成i4年度授業時間割に係る担当教官の変

　更及び開講科目の追加等について，了承した。

2．平成14年度非常勤講師の任用について

　　平成14年度非常勤講師の任用等について，

　了承した。

3．平成15年度以降のクラス編成及び箱崎白話

　の変更について

　　平成15年度以降のクラス編成及び箱崎日等

　の変更について，了承した。

　　また，次回の本委員会に本日の審議結果を
　踏まえた平成i5年度授業訪問割編成の第一次

　案を提案予定である旨の説明があった。

4．専攻教育科目の六本松地区開講について

　　法学部から依頼のあった低年次専攻教育科

　目の六本松地区開講について，了承した。

5．全学教育の授業期間及び定期試験制度の見

　直しについて

　　全学教育の授業期間及び定期試験制度の変

　更（案）は，次回の本委員会で改めて審議を

　行うので各部局で十分に検討のうえ，意見等

　を8月27日（火）までに全学教育：事務室教務

　掛あてにメールで提出することとした。

6．その他

（1）平成15年度学年暦（案〉に係る検討につ

　　いて

　　　学生委員会委員長から本委員会委員長へ

　　依頼のあった平成15年度学年暦（案）策定

　　に伴う検：討事項について，次回の本委員会

　　で改めて審議を行うので，各部局において，
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十分野検討のうえ，意見等があれば8月20

日（火）までに学務課専門員あてにメール

で提出することになった。

◎全学教育実施委員会（第14回〉

　　　　　　　平成14年9月3日（火）開催
○報告事項

1．平成14年度九州地区国立大学間合宿共同授

　業について

　　平成14年度（第27回）九州地区国立大学間

　合宿共同授業が8月23日（金）から27日（火）

　の日程で大分県玖珠郡九重町の九州地区国立

　大学九重共同研修所及び九州大学研修所山の

　家において，当番大学及び主管大学を九州大

　学として，参加6大学から77名（教職員18名，

　学生59名）が参加して実施され，無事に終了

　したこと及び今後，平成14年度前期全学教育

　科目教養教育科目個別教養科目の総合科目

　『九州地区国立大学間合宿共同授業一共生は

　可能か？一S（2単位）として，成績評価が
　行われる予定である旨の報告があった。

2．各科目実施部会の活動状況について

　①教養教育科目実施部会

　　・本委員会終了後に部会を開催すること。

　②言語文化科目実施部会

　　・言語文化科目カリキュラムの抜本的な改

　　　革案を策定中であること．

　③健康・スポーツ科学科目実施部会

　　・健康・スポーツ科学講義科目の平成15年

　　　度カリキュラム見直しが完了したこと。

　　・健康・スポーツ科学実習科目に係る平成

　　　15年度カリキュラムの見薩しについて，

　　　今後検討を開始すること。

　　・選択科目が従来は多く開講していたが，

　　　運動場縮小に伴い，開講を減らす方向で

　　　検討を行う予定であること。

　④情報処理科9実施部会

　　・医療技術短期大学部看護学科教官と一緒

　　　に，来年度の情報処理基礎群：習の内容に

　　　ついて，検討を行ったこと。

　　・新入生情報処理講習会の実施時期等を学

　　　年暦に正式に明記して欲しいことを要望

　　していること。

⑤基礎科学科自（理学部関係）世話部局

　・数学を含めた横の連絡をとるために基礎

　　科学科目（理学部関係〉連絡会議を設置

　　し，8月26日（月）に開催して意見交換

　　等を行ったこと。

⑥基礎科学科圏（数学）実施部会

　・医学部保健学科の設置や九州芸術工科大

　　学との統合を控え，数学の講義室の確保

　　や実施体制について，検討を行ったこと。

⑦基礎科学科圏（物理学）実施部会

　・8月2日（金）に高校での物理未履修者
　　クラスの編成方法の改善及びシラバスの

　　位置付けや考え方等について，検討を行

　　つたこと。

⑧基礎科学科目（化学）実施部会

　・授業の改善策，特に学生アンケートで評

　　判の悪かった基礎化学結合論と基礎科学

　　熱力学の開講学期の変更等について，担

　　当者会議を開催予定であること。

⑨基礎科学科園（生物学〉実施部会

　・全学FDでも問題となった未履修者への
　　対応について，検討を行ったこと。

⑩基礎科学科目（地学）実施部会

　・基礎科学科臼1のカリキュラム見直しに

　　係るWGを立ち上げ，検討中であること。

　・地学平帯だけではなく，他系列（自然科

　　学系〉の基礎科学科冒も含めて，今後，

　　検討を行う予定であること。

○議題

1．大学教育研究センター所属の学内運用定員

　教官について

　　言語文化科目実施部会及び基礎科学科圏

　（物理学）実施部会から欠員補充の要望が出

　ていることと補充手続きについて，説明があ

　り，大学教育研究センター所属の英語担当教

　官が8月30日（金）に病気で急逝されたこと

　の報告と後任の学内運用定員教官としては英

　語を専攻分野とする教官を補充し，英語科目

　の円滑な実施を図りたい旨の説明と大学教育

　研究センター所属の物理学担当教官（助手）

　が9月1日（日）付けで他の国立大学（埼玉
　大学）へ異動したことの報告と後任の学内運

　用定員教官としては物理学を専攻分野とする
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　教官を補充し，物理学科目の円滑な実施を図

　りたい旨の説明があった。

　　その後，後任の学内運用定員教官はそれぞ

　れ，英語及び物理学を専攻分野とする六宮の

　補充を要望することが了承された。

　　引き続き，今後の手続き等として9月開催

　予定の教官定員運用小委員会及び教官定員運

　用委員会の承認が得られれば，大学教育研究

　センター委員会に設置される教官選考委員会

　において選考し，教官の資格審査はそれぞれ

　の関連する部局において行われることになる

　旨の説明があった。

2．平成14年度授業時間割の変更等について

　　平成14年度授業時霊鳥に係る開講科目の決

　定，担当教官の決定，集中講義日程の決定及

　び開講曜日・時限の変更等の説明の後，基礎

　科担当教官の変更が資料から欠落しており，

　金曜日3時限「基礎有機化学」の担当教官を

　伊藤芳雄（理学研究院）から桑野良一（理学

　研究院〉へ変更したい旨の発言があり，資料

　を一部修正のうえ，これを了承した。

3．全学教育の授業期間及び定期試験制度の見

　直しについて

4．平成15年度学年暦（案）に係る検討につい

　て

　　議題3及び議題4については，関連するの

　で併せて審議を行うこととし，各部局から提

　出された意見等の説明後，夏季休業前に学期

　末試験を実施することについて，①試験期間

　を設けること，②学生の意見（21世紀プログ

　ラム学生を含む）も聞くこと，③課外活動に

　与える影響を調査すること，④事務的な問題

　点を検討して，次回委員会で改めて審議を行

　うこととした。

5．平成韮5年度授業時間割の編成について

　　全学教育の平成15年度第一次の時間割案に

　ついて，了承した。

　　なお，平成韮5年度授業時間割の編成等にあ

　たり，意見や要望事項等があれば，後日，全

　学教育事務室教務掛へ申し出ることとした。

6．その他

（1＞後期分シラバスの入力について

　　　シラバスシステムへの入力については，

　　平成14年度後期も前期と全く同様に取り扱

　　う必要があり，1◎月15日（火〉から平成14

年度後期の授業が開始されるので，後期分

シラバスについては早急に入力して欲しい

こと及び関係の先生方にシラバスシステム

への早期入力を促して欲しい旨の発言があ

り，10月宋日時点で未入力があった場台は，’

その授業科目名及び担当教官名を全学教育

機構委員会に報告することが了承された。

◎全学教育実施委員会（第15回）

　　　　　　　平成14年10月9日（水〉開催

○報告事項
1．第51回九州地区大学一般教育研究協議会に

　ついて

　　九州地区の大学・短期大学で組織するil九

　州地区大学一般教育研究協議会Sの主要事業

　であるぽ一般教育研究協議会Sが琉球大学を

　当番校として，9月20日（金〉・2旧（土）

　の2日間にわたり開催されたこと，今回の脇

　議会は，昭和27年に第1回が開催されて以来

　51回圏を迎え，加入している54の大学及び短

　期大学から130名を越す参加者があり，統一

　テーマとしてil教養教育の充実を目指して一

　：FD・外部評価の観点から一gを掲げ，人文

　・社会科学，自然科学，保健体育，外国語，

　大学入門教育の5部会において，一般教育（教

　養教育）に関する研究発表と熱心な議論が行

　われたことの報告があった。

2．六本松地区講義室の増設について

　　医学部保健学科に係る学生数の増加に伴う

　講義室不足を解消するため，六本松地区グラ
　ウンド北側にプレハブ講義棟増設について，

　現在，工事日程等について検討中であり，ll

　月末に着工予定である旨の報告があった。

3．各科臼実施部会の活動状況について

　①教養教育科目実施部会

　　・本委員会での開講計画の発表を待って，

　　　各領域毎に調整予定であること。

　②雷語文化科目実施部会

　　・言語文化研究院箱崎分室において，言語

　　　文化科圏IIに係る履修申し込みの受付を

　　　開始したこと。

　　・平成i5年度の開講計画をまとめている最
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　　　中であること。

　　・TOEIC統一テストの導入を検討して
　　　いること。

　　・新入生配布の「未修外国語ぺの招待」の

　　　見直しと再作成を検討中であり，その作

　　　成に当たっては全学に協力を依頼したい

　　　こと。

　③情報処理科目実施部会

　　・情報処理科目の内容について，見直しを

　　　検討中であること。

④基礎科学科目（理学部関係）世話部局

　　・運用定員教官（助手）の選定を物理学の

　　　部会に依頼したこと。

⑤基礎科学科目（数学）実施部会

　　・新キャンパスへの移行期に伴う全学教育

　　　の実施上の問題点やその対処方法等につ

　　　いて検討を行ったこと。

⑥基礎科学科目（化学）実施部会

　　・9月17日に全学教育化学科目の担当者会

　　　議を開催し，個別シラバスの充実につい

　　　て，検討を行ったこと。

⑦基礎科学科目（生物学）実施部会

　　・平成15年1月に生物学科と一緒に全学教

　　　育に係るFDの実施に向けて，検討中で
　　　あること。

⑧基礎科学科目（図学）世話部局

　　・工学府では本年度に実施した大学院入試

　　　にTOEICと従前の筆記試験とを併用
　　　して実施した結果，非常に好結果を得た

　　　こと。

　　・WEB上で利用が可能なTOEICトレ
　　　ーニングソフト（約700万円）が非常に

　　　良いと思われる。言語文化研究院教官に

　　　デモンストレーシsンを観て頂いたうえ・

　　　で，総長裁量経費等による本学での導入

　　　を全学的な検：討の要望があること。

4．その他
（1）平成14年度前期定期試験について

　　　全学教育定期試験実施にあたって，授業

　　担当教官に試験監督を担当いただいている

　　が，9月9日（月）から24日（火）の期間

　　に実施された平成14年度前期定期試験にお

　　いて，監督に来なかった教官1名及び遅刻

　　した教官1名という2件の事例があった。

　　しかし，六本松地区教官に補欠監督として

担当いただき，今回は試験を無事に終了す

ることができた旨の報告があり，今後，試

験実施に当たって，このようなことのない

ように十分に注意いただきたい旨の依頼が

あったe

○議　題
1．平成14年度前期定期試験における不正受験

　行為等について

　　9月9日から24日の日程で実施された平成
　韮4年度前期全学教育科目定期試験において，

　文学部の学生（1名）に不正受験と思われる
　行為があり，本委員会として「不正受験行為」

　としての「事実認定」の承認を行い，当該学

　生の所属学部へ通知することを了承した。

　　その後，平成14年2月14日開催の本委員会

　において，今後，教育効果の観点から「取扱

　い手続（要領〉」の見直しや過去に処分され

　た学生に係る追跡調査を実施する必要がある

　のではないかとの発言があり，この対応につ

　いては委員長預りとなっていたことを受けた
　追跡調査め結果について報告があり，取扱い

　手続（要領）は，現状のまま取り扱うことを

　了承した。

2．平成14年度授業時間割の変更等について

　　平成董4年度授業時間割に係る開講科目の追

　加，担当教官の変更及び決定等について，了

　承した。

3．平成14年度非常勤講師の任用について

　　平成14年度非常勤講師の新規任用及び医学

　部保健学科の設置に伴う学内非常勤講師から

　専任講師への身分変更による非常勤講師取り

　消しについて，了承した。

4．平成15年度授業時間割の編成について

　　情報処理科屋IIの開講に係る要望，医学部

　医学科の要望科目である基礎科学科目il分子

　生物学sの取り扱いに係る要望及び平成15年

　度からの医学部保健学科の基礎科学科目1に

　係る要望科目の変更等について，了承した。

　　引き続き，前回の本委員会に提出した平成
　15年度全学教育の授業時間割第一一次案への各

　部会等からの要望や本日の本委員会で先に了

　承された3件の要望等を踏まえた平成15年度

　授業時問割第一次案の修正案と全学教育科巨

　開講計画（案）について，了承した．
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　　なお，平成15年度全学教育授業時間割編成

　等にあたっては，各部会等に持ち帰り，再度，

　点検のうえ，意見や要望事項等があれば後日，

　全学教育事務室教務掛へ申し出て欲しい旨の

　依頼があった。

5．平成15年度学年暦（案）に係る検討について

6．全学教育の授業期間及び定期試験制度の見

　直しについて

　　議題5と議題6については関連するので，
　併せて審議することとし，平成15年度学年暦

　（案）に係る検討事項及び前回の本委員会で

　め意見等に対する調査報告の概要説明の後，

　国立大学教養教育実施組織会議を構成する52

　大学の平成14年度教養教育の学年暦及び定期

　試験等に関する調査結果及び前回までの審議

　等を踏まえて，新たに作成した「平成15年度

　以降の全学教育における授業期問及び試験実

　施方法について（案）」について概要説明が

　あった。

　　次いで，本委員会としては，平成15年度の

取扱いを本Hの委員会で最終結論を出す必要

　があり，前回までの審議に加え，本日の説明

　内容や新たに提示された資料を踏まえ，平成

　15年度から前期定期試験を7月中旬から7月

　下旬として夏季休業前に終えること及び後期

　授業を10月上旬から開始することを了承し，

　本日の審議結果を10月16日開催予定の学生委

　員会へ回答することとした。

7．その他
（1）新入生に対するパソコン所持推奨につい

　　て

　　　平成10年度から全学教育や専攻教育の情

　　報化推進の一環として，大学教育研究セン

　　ター主導で実施してきたが，平成13年度に

　　全学教育機構を設置したことに伴い，平成

　　玉4年度からシステム情報科学研究院長名と

　　言語文化研究院長名の文書で新入生ヘパソ

　　コンの所持を推奨した経緯があるが，本委

　　員会において正式に審議された経緯がない

　　ため，改めて新入生に対するパソコンの所

　　持推奨が必要であるか否かについて，審議

　　を行うこととし，本委員会としては新入生

　　に対するパソコンの所持推奨が必要である

　　ことを決定した。

　　　その後，平成15年度新入生に対するパソ

　コン所持を推奨するために推奨パソ：コンの

　機種等を早急に選定する必要があり，機種

　選定委員会設置と選考をシステム情報科学

　研究院に依頼することを了承した。

（2＞後期分シラバスの入力について

　　10月15日（火）から平成14年度後期全学

　教育の授業が開始されるので，各部局にお

　いて再度，関係の先生方にシラバスシステ

　ムへ早期入力を促していただきたいこと，

　10月末日時点で未入力があった場合，その

　授業科圏名と担当教官名を全学教育機構委

　員会に報告することについても，併せて周

　噛して欲しい旨の依頼があった。

（3）九州地区国立大学間合宿共同授業につい

　て
　　九州地区国立大学問合宿共同授業につい

　ては，昭和52年3月の第1回開催から25年
　を経過し，27回を開催するに至ったが，今

　年度から参加大学が12大学から6大学への

　減少，文部科学省の予算示達消滅による実

　行予算不足及び当番大学の業務等を含む多

　くの諸問題が発生してきている状況から，

　来月ll月14日（木）・15日（金）の鷺程で

　開催される「第31回九州地区国立大学教養

　’教育実施組織代表者会議jにおいて，本学

　としては，九州地区国立大学間合宿共同授

　業を「平成15年度は休止」の方向での検討

　を提案することを了承した。

（4）eラーニングシステムの導入について

　　情報リテラシー教育におけるeラーニン
　グシステムの導入に係る現状，導入の必要

　性及び情報教育に関する検討状況等につい

　て，情報政策委員会での検討状況の概要等
　について，今後，本委員会でもテキズト作’

　成・授業方法等の具体的な審議を依頼する

　ことになる旨の説明があった。
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◎全学教育実施委員会（第16回）

　　　　　　　平成14年11月11日（月）開催

○報告事項
1．平成14年度前期定期試験において不正受験

　行為等を行った学生に対する措置について

　　前回の本委員会で「不正受験の事実認定」

　の了承を得た平成14年度前期定期試験にお・け

　る文学部学生の不正受験と思われる行為につ

　いて，文学部教授会において「不正受験行為」

　として措置することを決定し，その措置とし

　て，①当該学期の全学教育科目の履修を実験，

　実習，実技科目を除き，全てを無効とする。

　②学部長が本人に対してその措置を告げ，注

　意するという旨の通知があったことの報告が

　あった。

2．平成14年度国立七大学共通教育主管部局長

　会議及び国立七大学外国語教育連絡協議会に

　ついて

　　IO月17日（木）に大阪大学の当番で開催さ

　れた国立七大学共通教育主管部局長会議につ

　いて，概要報告があった。

　　①「授業評価におけるWEBの利用」と「教

　　　育評価の方法」に関して，大阪大学での

　　　実施例について，意見交換と討議が行わ

　　　れたこと。

　●②高年次における教養教育の導入について

　　　意見交換と討議が行われたこと。

　　次いで，10月16日（水）から17日（木）の

　日程で開催された国立七大学外国語教育連絡

　協議会について概要報告があった。

　　①16日は東大と京大を除く五大学で需語文

　　　化部長懇談会及び国立五大学言語文化部

　　　合同シンポジウムが開催され，CALL
　　　システムについて討議が行われたこと。

　　②17日は，国立七大学外国語教育連絡協議

　　　会として，国立大学の法人化議論のなか

　　　での外国語教育の体制，到達目標・成績

　　　評価における問題点等について，討議が

　　　行われたこと

　　③「CALLシステム研究プロジェクト」
　　　を設置することが決議され，各国立七大

　　　学から各1名が参加すること。

3，新入生に対するパソコン所持推奨に係る「機

　種選定委員会」について

　　ザ新入生向けPC推薦機種選定委員会」を

　設置したこととll月1日（金）に同委員会を
　開催し，前年度の問題点や生協がパソコ〉購

　入者に対して実施したアンケート調査の結果

　等を踏まえた推薦機種基本案の検討を行い，

　今後は，同委員会に設置されたWGで詳細な

　検討を行い，12月末までに結論を出すことに

　なった旨の報告があった。

4．各科目実施部会の活動状況について

①教養教育科目実施部会

　　・前回の委員会で提示された開講計画及び

　　　授業時間割案により，各領域毎の代表者

　　　に対して，授業担当者の割り当ての依頼

　　　を行ったこと。

②言語文化科目実施部会

　　・平成15年度の開講計画（案〉をまとめた

　　　こと。

③健康・スポーツ科学科目実施部会

　　・実技科目における「実習書」について，

　　見直しを行ったこと。

　　・’平成15年度授業時間割案に基づき，非常

　　勤講師を依頼中であること。

④情報処理科H実施部会

　　・新入生向けPC推薦機種選定委員会を設

　　羨し，ll月1日（金）に同委員会を開催
　　　したこと。

⑤基礎科学科H（理学部関係〉世話部局

　　・10月25日（金）に基礎科学科目（理学部

　　関係〉連絡会議を開催し，新キャンパス

　　　における非常勤を含む講師控室，実験室

　　等の面積について検討を行い，さらに実

　　験室については安全基準の面から，各部

　　会における慎重な調査を依頼したこと。

　　ゼ芸工大の教官から，元岡移転後に芸術工

　　学部学生の全学教育を元岡で実施する場

　　合，全学教育の観点からは全体で実施す

　　ることが総合大学としてのメリットが多
　　　いことは理解できるが，教官の負担を考

　　凝すると無理ではないかとの意見が述べ
　　　られたこと。

⑥基礎科学科目（数学）実施部会

　　・平成15年度の開講計画等について検討を

　　行ったこと。

⑦基礎科学科9（物理学）実施部会

　　・運用定員教官（助手）が11月1日に着任

　　　したこと。
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　　・新キャンパスにおける基礎科学科目の実

　　　験室について検討を行ったこと。

⑧基礎科学科目（化学）実施部会

　　・新キャンパスにおける基礎科学科目の実

　　　験室について検討を行ったこと。

⑨基礎科学科目（生物学）実施部会

　　・新キャンパスにおける基礎科学科目の実

　　　験室について検討を行ったこと。

⑩基礎科学科目（図学）世話部局

　　・平成15年度開講計画により授業担当教官

　　　を決定したこと。

　　・授業担当コマ数及びシラバス（機械言及

　　　び土木系〉の見直しを行ったこと。

5．その他

（1）平成14年度後期全学教育科目欄別シラバ

　　スについて

　　　全学教育科目に係る後期分個別シラバス

　　の入力状況として，ll月1日時点の未入力

　　が5科目5名であったが，その後に入力が
　　進み，後期担当者729名中，最：後の1名も

　　本日中に入力予定であり，3学期連続入力

　　率100％という好結果が得られる予定であ

　　る旨の報告があった。

○議題

1．平成14年度前期定期試験の追試験について

　　平成14年度前期定期試験に係る追試験の申

　請について，了承した。

2．平成14年度前期分の成績追加・訂正につい

　て

　　成績追加・訂正等について，了承した。

3。平成14年度授業時間割の変更等について

　　平成14年度授業時間割（後期分）に係る担

　当教官の変更，決定及び集中講義日程の決定

　について，了承した。

4．平成14年度非常勤講師の任用について

　　平成14年度非常勤講師の任用時間数の変更

　について，了承した。

5．平成14年度後期全学教育科目の履修につい

　て

　　科目等履修生，大学院生，専修生，日本語

　・日本文化研修留学生及び外国人短期留学コ

　ース（JTW）生から申請のあった平成14年
　度後期の全学教育科目の履修について，了承

　した。

6。外国の大学における修得単位の認定につい

て

　　九州大学との交流協定締結校へ海外留学中

　に修得した単位の認定について，了承した。

7．平成15年度全学教育学年暦について

　　平成15年度全学教育学年暦（案）について，

　各学部及び各部会等へ持ち帰って十分に検討

　を行い，意見等があれば，ll月28日（木）ま

　でに学務課（六本松〉全学教育事務室教務掛

　へ提出することとした。

8．平成15年度授業時間割の編成について

　　前回の本委員会提出の平成15年度全学教育

　授業時間割第一次案の修正案に対し，各部会

　等から提出された意見や要望等を踏まえた平

　成15年度授業時間割の第二次案と全学教育科

　目開講計画（案）を基本案として了承した。

9．その他

（1）平成15年度「全学教育科目履修要項3等

　　について

　　　全学教育科目履修要項等については，平

　　成15年度版の作成依頼をll月に予定してい

　　るので，意見等があれば学務課（六本松）

　　全学教育事務室教務掛へ提出いただきたい

　　旨の依頼があった。

◎全学教育実施委員会（第17回）

　　　　　　　平成14年12月19日頃木）開催
○報告事項

1．第31回九州地区国立大学教養教育実施組織

　代表者会議等について

　　ll月14　H（木）に長崎大学の当番で開催さ

　れた第31回九州地区国立大学教養教育実施組

　織代表者会議の概要について，報告があったe

　1＞教養教育の実施体制について，意見交i換

　　と討議が行われたこと。

　2）教養教育（共通教育，全学教育等）に関

　　する自己点検評価と改善のあり方について

　　は，特に①自己評価を恒常的に実施するた

　　めの組織，態勢，②問題点の改善を図るた

　　めの方法とシステム，③教養教育の教育効

　　果に関する点検項目と評価基準・方法につ

　　いて，意見交換と討議が行われたこと。
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　また，第31回九州地区国立大学教養教育

実施組織事務協議会が同時に開催され，教

養教育の事務体制と諸問題について，熱心

な意見交換と協議が行われた旨の報告があ

った。

　　　なお，10月9日（水〉開催の本委員会に

　　おいて了承されていた九州地区国立大学間

　　合宿共同授業の休止について，第31回九州

　　地区国立大学教養教育実施組織代表者会議

　　に本学として，同授業を平成15年度は休止

　　の方向で検討願いたい旨の提案を行ったこ

　　と及び同会議へ参加していない大学を含め

　　た関係各大学へ公文書により同上の照会を

　　行った結果，平成15年度については休止す

　　ることが参加全大学から了承が得られた旨

　　の報告があった。

2．全学教育「学生による授業評価」（平成14

　年度後期）の実施について

　　平成14年H月18日（月）に開催された全学

　教育自己点検・評価委員会において，全学教

　育科目情報処理科目1の『情報処理基礎演習s

　について，学生による授業評価を平成15年1

　月に実施することが決定したこと及びその実

　施方法として，1月の最終講義段階に各授業

　担当教官が授業中に学生へ実施趣旨の説明後

　に調査用紙を配布し，1月下旬に回答用紙を

　六本松地区の全学教育事務室教務婚前に設置

　したレポートボックスに学生が投函すること

　になっている旨の報告及び情報処理科目世話

　部局のシステム情報科学研究院に対し，各面

　業担当教官への周知と調査実施への協力依頼

　があった。

3．平成14年度後期全学教育科目（高年次履修

　対象科目等）学部別履修者数等について

　　平成14年度後期の全学教育科目（高年次履

　修対象科目等）の学部別履修者数及び言語文

　化研究院箱崎分室の特別履修課程の受講者数

　等について，概要報告があった。

4．各科目実施部会の活動状況について

　①教養教育科目実施部会

　　・平成15年度授業担当者割当を決定し，履

　　　修の手引き等の作成を行っていること。

　　・12月26日開催予定の全学FDに向けて，

　　　現状報告の準備を行っていること。

②言語文化科目実施部会

　・平成15年度版「履修の手引き」等に係る

　　改正の検討を行っていること。

　・12月5日（木）に農学研究院と合同FD
　　を実施したこと。

③情報処理科目実施部会

　・「新入生向けPC推薦機種選定委員会」

　　のWGが推薦機種を検討中であり，12月
　　末に全体会議を実施し，次回の本委員会

　　に結果を報告予定であること。

④健康・スポーツ科学科目実施部会

　・平成15年度授業時間割に基づき，担当教

　　官を決定し，現在，微調整中であること。

⑤基礎科学科目（数学）実施部会

　・平成15年度開講計画に基づき，担当教官

　　の割振を行ったこと。

　・授業改善や成績評価等の改訂について，

　　検討を行っていること。

⑥基礎科学科目（物理学）実施部会

　・開講コマ数と担当部局が多いため，担当

　　教官の割振に手間取ったが，何とか平成

　　15年度の割り振りが完了したこと。

　・比較社会文化研究院所属教官に係る平成

　　16年度授業担当コマ数の原則合意を目指

　　して，近日中に調整予定であること。

⑦基礎科学科目（化学〉実施部会

　・平成15年度授業担当教官を決定し，シラ

　　バスの作成依頼を行ったこと。

⑧基礎科学科目（生物学）実施部会

　・平成15年度授業担当教官を決定し，シラ

　　バスの作成依頼を行ったこと。

⑨基礎科学科目（理学部関係）世話部局
　・九州芸1術主科大学との統合に伴う，同大

　　学教官の担当コマ数の原則を早急に決定

　　して欲しい旨の要望があった。

○議題

1．平成14年度授業時間割の変更等について

　　平成14年度授業時間割（後期分）に係る担

　当教官の変更について，了承した。

2．平成14年度非常勤講師の任用について

　　平成董4年度非常勤講師の任用時間数の変更

　及び担当科目の追加について，了承した。

3．言語文化科目の海外研修の単位認定申請に

　ついて
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　　英語と中国語の海外研修について単位認定

　を行うことを了承した。

4．英語の検定試験による単位認定について

　　英語の検定試験による単位認定について，

　了承した。

5．平成15年度全学教育科臼開講計画及び授業

　時間割について

　　前回の本委員会で承認された平成15年度の

　全学教育科臼開講計画及び授業時間割の変更

　等について，了承した。

6．平成15年度全学教育学年暦について

　　前回の本委員会で持ち帰り検討することに

　なっていた平成15年度全学教育学年暦（案）

　について，了承した。

7．専攻教育科目の六本松地区開講について

　　経済学部から申し出のあった低年次専攻教

　育科目の六本松地区開講について了承した。

8．大学教育研究センター所属の学内運用定員

　教官について

　　欠員による補充が必要であるという要望が

　健康・スポーツ科学科目実施部会から出てい

　ることと大学教育研究センターに配置する学

内運用定員教官は本委員会において，補充を

　必要とする教官の専攻分野及び授業科目等を

　決定し，教官定員運用委員会の承認を得た後，

　大学教育研：究センター委員会に設置される教

　官選考委員会で選考が行われること友び欠員

　の経緯と理由の説明の後，専攻分野と授業科

　目を健康・スポーツ科学科目とする学内運用

　定員教官の補充を任期1年限りとして，平成

　15年1月に開催予定の教官定員運用委員会へ

　要望することを了承した。

9．その他
（1）全学教育担当コマ数に係る九州芸術工科

　　大学との連絡調整について

　　　九州玉絹工科大学との統合に伴う授業担

　　当コマ数については，各科目の実施部会毎

　　に九州芸術工科大学側の世話教官と連絡の

　　うえ，調整を進めると共に12月25日（水〉

　　開催予定の統合協議会教育体制検討分科会

　　において，「九大方式を原則とするjこと

　　に基づく授業担当コマ数に関して意見交換

　　をすることとした。

◎全学教育実施委員会（第18回）

　　　　　　　平成15年1月28日（火）開催
○報告事項

1．言語文化科目の海外研修の単位認定結果に

　ついて

　　英語45名及び中国語13名に係る海外研修に

　伴う単位認定結果について1報告があったe

2．平成14年度後期全学教育科目定期試験の実

　施について

　　2月4日（火〉から18日（火）まで実施さ

　れる平成14年度後期全学教育科目定期試験の

　概要報告があった。

3．各科臼実施部会の活動状況について

①言語文化科目実施部会

　　・評価方法（相対評価・絶対評価・4段階

　　　評価等〉について，検討中であること。

②健康・スポーツ科学科目実施部会

　　・毎学期，学生による授業評価を実施して

　　　おり，今学期も実施中であること。

③情報処理科目実施部会

　　・新入生向けPC推薦機種選定委員会を12
　　　月25日（水）に開催したこと。

④基礎科学科目（数学）実施部会

　　・数理学研究院で数学教育全般に関するF

　　　Dを1月30日（木）に開催予定であり，

　　　全学教育では，数学の学力低下が著しい

　　　新入生対応策を検討予定であること。

⑤基礎科学科目（地学）実施部会

　　・薪キャンパスの実験室等について，検討

　　　を行ったこと。

⑥基礎科学科目（図学）実施部会

　　・履修の手引き（共通シラバス）の全面的

　　　な改訂を行ったこと。

　　・授業担当教官の割振りを行ったこと。

○議題

1．法人化に伴う中期目標・中期計画について

　　法人化に伴う中期臼標・中期計画（第2次

　案）に係るf各委員から提出された意見一覧」

　を朗読して，提出された個々の意見について

　検討を行い，本委員会での各委員の意見等は

　正確を期すためメール等で学務課へ2月4日

　（火）までに提出することとし，意見の取り

　まとめは委員長に一任することを了承した。
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2．九州大学全学教育科臼履修規則の一部改正

　について

　　全学教育科目の新設や廃止等について了承

　した。

3．平成15年度全学教育科臼開講計画及び授業

　時間割について

　　前回の本委員会で承認を受けた平成15年度

　全学教育科目開講計画及び授業時間割の変更

　等について，了承した。

4．平成15年度非常勤講師の任用について

　　平成15年度非常勤講師任用について，了承

　した。

5．平成15年度全学教育科臼履修要項等につい

　て

　　平成15年度全学教育科目履修要項等につい

　て，了承した。

　　また，全学教育の実施に際して，全ての部

　局に関係する重要な事項であるため，各学部

　・各部会等において十分に確認を行い，修正

　等があれば」2月4日（火）までに全学教育

　事務室（六本松）教務掛長あてにメール等で

　提出することとした。

　　なお，履修要項中，工学部の進級に係る総

　合選択履修方式による単位の科目指定に関す

　る記載は，本学の「全学教育の目的と目標j

　及び「総合選択履修の臼的と目標」から逸脱

　するのでないかとの意見があり，今後，さら

　に検討することとした。

6．専攻教育科自の六本松地区開講について

　　法学部から申し出のあった低年次専攻教育

　科目の六本松地区開講について，了承した。

7．平成15年度新入生に対するパソコン所持推

　奨について

　　新入生向けPC推薦機種選定委員会での審

　議結果について説明があり，平成15年度新入

　生へのパソコン所持推奨に係る選定機種は同

　選定委員会の選定機種のとおりとすること，

　平成15年度新入生に対するパソコンの所持推

　奨文をシステム情報科学研究院長名及び言語

　文化研究院長名で作成し，同文書は入学手続

　書類に封入して新入生に案内することを了承

　した。

8．その他
（1）留学生センターからの委員について

　　　九州大学全学教育機構委員会規則第7条

第9号の規定により，現在，本委員会委員

として森山教授に出席いただいているが，

任期が平成15年3月31日で満了することに

伴い，次期も引き続き，留学生センターか

ら委員を選出することを了承した。

◎全学教育実施委員会（第19回）

　　　　　　　平成15年2月20日（木）開催
○報告事項

1．医学部保健学科開講の偲別教養科目につい

て

　　医学部保健学科が平成15年度から病院地区

　で開講する全学教育科目個別教養科目の内，

　「チーム医療」及び「カウンセリング論」は，

　各1単位の科圏であり，開講形態等について，

　平成15年度は後期木曜4時限の前半と後半の

　期間にそれぞれ開講する旨の報告があった。

2．各科目実施部会の活動状況について

　①言語文化科白実施部会

　　・外国語コミュニケーシNン科圏の履修条
　　　件等について，検：討を行ったこと。

　　・外国語コミzaニケーション科圏を2◎単位

　　　以上履修した場合，コース修了の認定証
　　　を授与することになっているが，今回7’

　　　名立の該当者がいるので，同認定証の案

　　　を検：討中であること。

　②健康・スポーツ科学科臼実施部会

　　・新年度の授業開始前に非常勤講師を含め

　　たf授業研究会・担当者連絡会jを開催し

　　ており，今回は4月4日（金）に開催予定

　　であること。

　③情報処理科目実施部会

　　・4月に開催する新入生対象の情報処理講

　　　習会について，検討と準備を行い，本日

　　　の議題で審議予定であること。

　④基礎科学科自（数学〉実施部会

　　・数理学研究院で数学教育全般に関するF

　　　Dを1月30日（木）に開催し，全学教育

　　　に関しては，数学の学力低下が著しい新

　　　入生への対応策等を検討したこと。

　⑤基礎科学科目（物理学〉実施部会

　　・担当者会議を開催して，授業等に係る連
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　　　絡・調整を行ったこと。

　⑥基礎科学科自（化学）実施部会

　　・時間割再編について，検討を行ったこと。

　⑦基礎科学科昌（生物学）実施部会

　　・1月8日（水）に生物学科と共催でFD
　　　を開催したこと。

　　・FDにおいて指摘された基礎科学科目

　　　f集団生物学］のシラバスについて，改

　　　訂を行ったこと。

⑧基礎科学科圏（図学）実施部会

　　・機械航空工学科と地球環境工学科に対し

　　　て，TAの派遣を依頼したこと。

3．その他

（1）理学部と言語文化研究院による合同FD

　　の開催について

　　　3月10日（月）に理学部と言語文化研究

　　院による合同FDを開催予定である旨の報
　　告があった。

○議題

1．平成15年度授業時間割の変更等について

　　平成15年度全学教育科目授業時間割の担当

　教官変更，決定及び開講取り止め等について，

　了承した。

2．平成15年度非常勤講師の任用について

　　平成15年度の非常勤講師の任用について，

　了承した。

3．平成15年度新入生対象の情報処理講習会に

　ついて

　　前年度は新入生対象の情報処理講習会をシ

　ステム情報科学研究院が主体となり，情報基
　盤センター，大学教育研究センター及び附属

　図書館の協力で実施したが，平成15年度から

　学内LANを利用した英語学習システム（A
　：LK）を導入予定であり，今回の講習会から

　新たに言語文化研究院の協力も得て，4月2

　日（水）から7日（月）までの4日間を利用
　して，箱崎地区と六本松地区において実施す

　ることを了承した。

4．平成15年度履修解説について

　　平成15年度新入生オリエンテーシgン日程

　及び平成14年度実施の履修解説について説明

　があり，平成15年度履修解説について，各学

　部等で検討のうえ，意見・要望等があれば，

　2月28日（金）までに全学教育事務室教務掛

　長あてにメール等で提出することとした。

5．その他

（1）全学教育科目に係る担当科臼コマ数にっ

　　いて

　　基礎科学科目（生物）に係る医学部保健

　学科担当コマ数7コマ全部を同学科所属の
　一一人の教官が担当する状況であり，医学部

　の中で分割することが出来ないかとの発言

　があり，基礎科学心素（物理，化学及び生

　物）の各7コマ，健康・スポーツ科学科目

　の10コマも同様の状況であるため，改善策

　を同学科で再度，検討することとした。

◎全学教育実施委員会（第20回）

　　　　　　　平成15年3月6日（木）開催
○報告事項

1．平成15年度21徴紀プログラムの授業時
　間割について

　　平成15年2月28日（金）開催の21世紀プロ

　グラム実施委員会において決定したr平成15

　年度21世紀プログラム授業時間割」の概要に

　ついて報告があった。

2。各科目実施部会の活動状況について

　①教養教育科目実施部会

　　・新年度の委員を選出し，新旧両委員で引

　　　継事項について検討を行ったこと。

　　・シラバスシステムの運用方法等について

　　　検討を行ったこと。

　②言語文化科目実施部会

　　・引継事項について，部会長と検討を行っ

　　　たこと。

　③健康・スポーツ科学科H実施部会

　　・本学における現在の科目担当者と九州芸

　　　術工科大学の現担当者間で平成16年度か

　　　らの担当コマ数等について，3月7日

　　　（金）10時から検討会を開催する予定で

　　　あること。

　　・健康教育の充実のために体力測定と健康

　　　診断のデータを統合化させた試みを検討

　　　中であること。

　④情報処理科目実施部会

　　・4月開催の新入生対象情報処理講習会及
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　び情報処理科目に係る準備やTAの募集等
　を行っていること。

⑤基礎科学科目（数学）実施部会

　・九州芸術工科大学の担当教官との打合せ

　　において，数学14コマを同大学が担当す

　　ることになっているが，退職者の2コマ

　　分は担当しなくても良いのかとの質問が

　　あったこと。

　・数理学研究院からは世話部局ということ

　　で研究院長を含め，2名出席しているが，

　　数学は一体となっているので，来年度か

　　らは再検討して欲しいこと。

⑥基礎科学科目（物理学）実施部会

　・来年度授業担当者を招集して，今後の授

　　業の在り方等について，引継を行うため

　　の連絡会を3月19日（水）に開催予定で

　　あること。

　・理学研究院長からの要請で企画部会との

　　合同で，各学科の授業に対する要望や批

　　判等を集めて，次期担当者へ連絡して，

　　今後の授業に役立てる連絡会を開催予定

　　であること。’

⑦基礎科学科目（化学）実施部会

　・今後の授業の在り方について，各学部・

　　学科からの意見を収集中であること。

　‘引継事項について，検討を行っているこ

　　と。

○議　題
1．平成15年度授業時間割の変更等について

　　平成15年度全学教育科目授業時間割の担当

　教官の変更について了承した。

2．平成15年度非常勤講師の任用について

　　平成15年度の非常勤講師の任用決定及び変

　更について了承した。

3．平成15年度履修解説について

　　平成15年度履修解説要領（案）について，

　資料を一部訂正のうえ，これを了承した。

　　また，各学部における履修解説の担当教官

　名を3月28日（金）までに学務課（六本松）

　全学教育事務室教務掛へ報告することについ

　ては，後日，各部局へ公文書で依頼する旨の

　説明があった。

4．平成15年度既修得単位の認定について

　　平成15年度既修得単位認定の取扱い要領及

　び日程“（案）等について了承した。

　　また，平成15年度既修得単位認定における

　f認定責任者氏名」及び「面接・試験等に関

　する受験者への指示事項」については，各科

　目区分毎に検討のうえ，本日の本委員会資料

　の様式で3月28日（金〉までに全学教育事務

　室（六本松）教務掛あてに提出することとし
　た。

5．大学教育研究センター所属の学内運用定員

　教官について

　　今回，欠員による補充が必要であるという

　要望が情報処理科目実施部会から出ているこ、

　と及び大学教育研究センターに配置する学内

　運用定員教官は，本委員会において，補充を

　必要とする教官の専攻分野及び授業科目等を

　決定し，教官定員運用委員会の承認を得た後，

大学教育研究センター委員会に設置される教

　官選考委員会で選考が行われる旨の説明があ
　つた。

　　その後，要望に至る経緯と理由の説明があ

　り，専攻分野と授業科目を情報処理科目とす

　る学内運用定員教官の補充を平成15年3月に

　開催予定の教官定員運用委員会へ要望するこ

　とを了承した。

6．その他

（1＞特別聴講学生の平成玉4年度後期全学教育

　科目の履修について
　　　工学部特別聴講学生に係る平成14年度後

　　期全学教育科目の履修について了承した。

◎全学教育実施委員会（第21回）

　　　　　　　平成15年3月26日（水〉開催
　　　【現在，作成中のため，次号掲載予定】
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◎全学教育実施調整委員会（第3回）

　　　　　　　　平成14年9月2日（月）開催

　　委員会委員名簿及び全学教育機構委員会

　規則に基づき，本委員会の性質・目的等を

　再確認し，報告と審議を行った。

○報告事項

1．全学教育実施委員会（第13回）について

○議題

1．大学教育研究センター所属の学内運用定員

　教官について

2．全学教育の授業期間及び定期試験制度の見

　直しについて

3．平成15年度学年暦（案）に係る検討につい

　て

4．平成15年度授業時間割の編成について

5．後期分シラバスの入力について

6．全学教育に係る諸問題について

◎21世紀プログラム実施委員会（第7回）

　　　　　　　平成14年9月10日（火）開催
○報告事項

1．21世紀プログラムの大学説明会について

　　高校生を対象に8月6日置7日の大学説明
　会で実施した21世紀プログラムの説明及び8

　月25日に211世プログラム独自に実施した説

　明会について，参加者数及び回収アンケート

　等の実施状況報告があった。

2．平成15年度21世紀プログラム入学試験につ

　いて

　　募集人員及び入学者選抜方法等について，

　報告があった。

○議題

1．平成14年度専攻教育科目の非常勤講師の任

　用について

　　非常勤講師任用候補者について，了承した。

　　また，前学期と同様に非常勤講師の資格審

　査は比較社会文化研究院に，所属部局は大学

　教育研究センターに依頼することとした。

2．21世紀プログラムの今後の運営について

　　21世紀プログラム2年生が今年の10月から

　主として専攻教育科目を履修することになる

　が，チューターの先生方の研究室が六本松地

　区にあることもあり，修学指導に不便をきた

　すことも予想され，6月に21世紀プログラム

　基幹教官を中心に各学部修学指導担当教官を

　お願いしているがそれ以外に高年次21世紀プ

　ログラム学生への修学指導のあり方について

　は，本委員会専門委員会の下に専門委員会副

　委員長の押川委員を中心に少人数WGを設置
　して，①高年次の修学指導体制，②留学促進

　対策，③高年次におけるプログラムゼミのあ

　り方，④大学院授業科目の履修システム等を

　短期間で検討することとした。

3．21世紀プログラム専門委員会のオブザーバ
　・・・…について

　　本委員会の下にある専門委員会に，21世紀

　プログラム設置当初からお世話いただいてい

　る柴田委員にオブザーバーとして参加いただ

　くことを了承した。

4．21世紀プログラム課程への転課程及び転学

　部について

　　21世紀プログラム課程への転課程及び転学

　部の募集案内（出願資格・許可人数・受入時

　期）は，学生に対する周知を一般の転学部の

　募集案内と同時期の10月上旬に行うこと及び

　募集・選考方法等を本委員会の下の専門委員

　会に一任することを了承した。

5．21世紀プログラム専攻教育科目の英語訳

　（案）について

　　21世紀プログラム独自専攻教育科目4科目

　の英語訳（案）を作成した旨の説明があり，

　意見等があれば学務課あて提出いただき，次

　回の本委員会で決定することになった。

6．21世紀プログラム学生の退学について

　　21世紀プログラム学生から退学の願い出が

　あり，事前審査として，これを了承した。

　　次いで，本委員会の事前審査の結果を本人

　が学籍を置く学部に通知して，学部教授会の

　承認を得ることとした。
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◎21世紀プログラム実施委員会（第8回）

　　　　　　　平成14年12月19日（木）開催

○報告事項

1．平成15年度21世紀プログラム合格者につい

　て

　　平成15年度入学試験の選考方法等，その結

　果19名の合格者を決定したこと及び募集人員

　21名に足らなかった経緯の報告があった。

　　また，合格者については，来年2丹に入学

　手続を完了した学生に麟し学籍割振りを行う

　こと及び募集人員に比べ2名少ないことに伴

　い，学籍割振りの内規に基づき，医学部保健

　学科・理学部については，今後の入学者選抜

　に当たって考慮いただくことになる旨の報告

　があった。

2．平成15年度21世紀プログラムへの転課程・

　転学部について

　　本委員会の下の専門委員会において，審査

　の日程・募集期間を含めて了承いただき，掲

　示により学生に周知したこと及び3名の学生

　に出願書類を配布した旨の報告があった。

3．21世紀プログラムの海外留学について

　　平成15年度学生海外派遣（留学〉に7名が

　出願していたところ，条件付き4名を含め，

　7名全員が留学候補者に決定された旨の報告

　があった。

○議題

1．21世紀プログラム専攻教育科目の英語訳

　（案）について

　　21世紀プログラム専攻教育科目に係る英語

　訳（案）の一部を了承し，残りの一部に：意見

　等があれば，学務課へ提出することとした。

2．21世紀プログラムの今後の運営について

　　前回の本委員会で設置が認められたf21世

　紀プログラム教育検討WG」での検討結果に
　ついて，①学部専攻教育科目の円滑な履修，

　②高年次におけるチュートリアル，③大学院

　科目の履修認定，④高年次におけるプログラ

　ムゼミ，⑤外国留学の促進等の説明があった。

　　次いで，①今後，修学指導を専攻教育科目

　のみならず全学教育科目も強化すること，②

　高年次学生のチュートリアルは，研究テーマ

　と関連する教官及び従来型の教官の2本立を

　検討すること，③大学院科目の履修認定は，

專門科目の振り替えを検討すること，④高年

次におけるプログラムゼミは，専門科召であ

るゼミナール科目の履修と同時rに本人の研究

テーマの学習と研究の進行状況を中心に相互

に報告・討論する場を検討すること，’⑤外国

留学の促進は，学生に対するきめ細かい惜報

提供と指導を検討することについては，今後

継続して検討していくことになった。

◎21世紀プログラム実施委員会（第9回）

　　　　　　　平成15年2月6日（木）開催
○議題

1．全学教育自己点検・評価委員会の次期委員

　について

　　本委員会からは規定上3名を選出すること

　になっているが，前回は1名のみ委員を推薦

　していた経緯があるので，推薦人数及び委員

　の選任は委員長に一任することを了承した。

2．九州大学2溢泌プログラムに関する規則の

　一部改正について

　　21世紀プログラムに関する規則の一一部改正

　については，附則の記載方法について，法規

　掛と調整することで，これを了承した。

3．九州大学21世紀プログラムへの転課程及び．

　転学部取扱規程の一部改正について

　　21世紀プログラムへの転課程及び転学部取

　扱規程の一部改正について，了承した。

4．法人化に伴う中期目標・中期計画について

　　法入化に伴う中期目標・中期計画について

　は，各委員から提出された個々の意見につい

　て検討を行い，本委員会での各委員の意見等

　を正確を期すため，メールで学務課あて2月

　4日（火）までに提出してもらうこととし，
　意見の取りまとめは委員長に一一一r一・任することを

　了承した。

5．21世紀プログラム専攻教育科目の英語訳

　（案）について

　　前回の委員会で持ち帰り，意見等があれば

　提出することになっていたが，意見等がなか

　つたため，了承された。

6．21世紀プログラムの今後の運営について

　　一期生が平成15年度から3年次として，主
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　に専攻教育科呂を履修するに当たり，学生が

　指向する専門に近い専門課程の教官にチュー

　トリアル教官を引き受けていただき，現在の

　チ4一トリアル教官と連携してチュートリア

　ルを実施していくため，資料7を学生及び現

　在のチュートリアル教官に配布して説明する

　ことを了承した。

7．その他
（1）特色ある大挙教育支援プログラムについ

　　て

　　　21世紀プログラムに関して，本委員会を

　中心に準備を怠りなく進めることになった。

◎21世紀プログラム実施委員会（第10回）

　　　　　　　平成15年2月28日（金）開催
　　　【現在，作成中のため，次号掲載予定ユ

◎21世紀プログラム専門委員会（第7回）

　　　　　　　平成14年5月10日（水）開催
　　　　【審議内容掲載省略】

◎21世紀プログラム専門委員会（第8回）

　　　平成14年7月15日（月）書面回議で開催
　　　　【審議内容掲載省略】

◎21世紀プログラム専門委員会（第9回）

　　　　　　　平成14年11月5日（火）開催
　　　　【審議内容掲載省略】

◎2韮世紀プログラム専門委員会（第10回）

　　　　　　　平成15年1月23日（木）開催
　　　　【審議内容掲載省略】

◎21世紀プログラム専門委員会（第11回）

　　　　　　　平成15年2月24日（月）開催
　　　　【審議内容掲載省略】

◎教職課程実施委員会

　　　　　　　　平成14年9月12日（木）開催

○議題

1．r教育実習研究」について

（1）海外派遣留学生の教育実習研究履修にっ

　　いて

　　海外派遣留学で教育実習研究を受講でき

　　ない学生に対する措置について，教職課程

　　実施委員会で認めたものについては，教育

　　実習研究担当教官（久米教育学部助教授）

　　に対応してもらうこととした。具体的な措

　　置方法については担当教官に一任すること

　　とし，資料1の申講について，特別措置を

　　実施することを了承した。

　　また，措置の名称及び申請書の様式にっ

　　いては教育学部で検討し，報告することと

　　した。

（2）「教育実習研究」の事前指導部分と事後

　　指導部分の評価について

　　　「教育実習研究」の事前指導部分を履修
　　し，実習校での教育実習を行い，事後指導

　　部分で「教育実習研究」が不可になった場

　　合について，実習校からの評価を次年度以

　　降に保留し，「教育実習研究jの評価が合

　　格となった時点で「教育実習1」及び「教

　　育実習2」の単位認定することを議論した。

（3）9月卒業生の9月における教育実習評価

　　について

　　　前期中にf教育実習研究」及び「実習校

　　における教育実習」が全て終了する場合，

　　前期終了時，「教育実習研究」，「教育実習

　　1」及び「教育実習2」の単位認定が出来

　　るかどうか検討した。時期的に不可能では

　　ないとの発言が教育実習研究担当教官より

　　あったが，その実施が妥当かどうかを含め

　　て今後検討することとした。

2．平成15年度開講科臼について

　　　資料のとおり了承した、

3．その他

（1）「各教科の指導法」の修得方法について

　　　「教職に関する科召」のうち「各教科の

　　指導法」の修得方法について，教育学部で

　検討することの報告があった。
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◎教職課程実施委員会

　　　　　　　　平成15年2月18B（木〉開催
○報告

（1）来年度教育実習履修予定者数について

（2）教職課程実施委員会教育学部ワーキング

　　グループ会議報告

○議題

1．平成14年度教育実習成績評価について

　　資料3のとおり了承した。

2．「教育実習研究」の実施方法について

　　資料4のとおり了承した。

3．海外派遣留学生の「教育実習研究」履修に

　ついて

　　海外派遣留学者を予定している者は，「教

　育実習研究」（事前・事後指導〉を履修する

　前年度2月の教職課程実施委員会までにf受

　講期間変更願」を提出し，委員会の了承を得

　ることにより，期間を変更して受講すること

　ができることとした。

4．「教育実習1」，「教育実習II」及び「教育

　実習研究」の評価方法（案）について

　　資料を…部修正のうえ，了承した。

5．その他

（1）教職に関する科目の修得方法について

　　　来年度申請（平成16年度入学者適用〉に

　　向けて教育学部で詳細を検討し，次回以降

　　の本委員会に報告することとした。

　への本学の対応状況と同自己評価書の概要等

　について，報告があった。

2．化学講義科目に係る「学生による授業評価」

　の結果について

　　化学講義科目担当者グループから提雷があ

　り，本年9月の前期定期試験直後に実施した

化学講義科目に係る「学生による授業評価」

　の結果等に係る報告の後，意見交換を行った。

○議題

1．全学教育「学生による授業評価」（平成14

　年度後期）の実施について

　　システム情報科学研究院と大学教育研究セ

　ン倭国が共同で作成した情報処理基礎演習に

　係る学生による授業評価を平成15年1月に実

　施することを了承した。

　　なお，実施方法として，1月の最終講義段

　階に各授業担当教官が授業中に学生へ実施趣

　旨を説明した後に調査用紙を配布し，1月下

　旬（最終締切日は，2月3日（月））までに

　回答用紙を六本松地区全学教育事務室教務掛

　前に設置したレポートボックスに学生が投函

　することとした。

　　また，調査内容等について意見等があれば，

　12月5日（木）までに大学教育研究センター

　へ提出し，提出された意見等の取り扱いにつ

　いては，委員長へ一任することを了承した。

　　その後，基礎科学科目の世話部局であるシ

　ステム情報科学研究院へ授業担当教官への周

　知を含め，実施協力について依頼した。

◎全学教育自己点検・評価委員会（第7回）

　　　　　　　平成14年11月18日（木）開催

○報告事項

1．大学評価・学位授与機構に提出する全学テ

　ーマ別評価「教養教育」に係るヒアリング等

　について

　　平成14年7月末に9全学テーマ別評価「教

　養教育」に係る自己評価書9を大学評価・学

　位授与機構へ提出した後の経緯として，ll月

　20日（水）に同機構が実施するヒアリング及
　び同ピアリ：ジグにおける確認事項及び質問書

◎全学教育自己点検・評価委員会（第8回）

　　　　　　　平成15年2月6日（木）開催
○報告事項

1．全学教育「学生による授業評価」（平成14

　年度後期）について

　　平成14年度後期の学生による授業評価を情

　報処理科目Iil情報処理基礎演習毒を対象と

　して平成14年1月に実施し，今後，大学教育

’研究センターにおいて解析等を行い，3月宋

　までには報告書案を作成予定であるとの報告

　があった。
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2。平成14年度第2回全学FDについて
　　全学FDの概要，過去3回の実施状況及び

　平成14年12月26日（木）に実施した平成14年

　度第2回全学：FDについて，本学国際研究交

　流プラザにおいて，『全学教育教養教育科目

　の授業に係る改善・充実Sをテーマに161名

　の参加を以て，教養教育科目に係る現状や問

　題点等に係る意見交換を行い，参加者アンケ

　ート集計結果をまとめた旨の報告があった。

　　続いて，昨年秋に総長補佐会の下に『FD

　に関するWG』を設置して，全学FDの在り
　方や実施方法等を含めた検討を行い，総長へ

　答申したこと及び大学教育研究センター長か

　ら平成15年4月下旬に教授方法や公務員倫理

　等を含めた「初任者教官FDjを開催予定で
　あり，現在，大学教育研究センターで具体的

　な内容等を企画している旨の報告があった。

○議題

1．法人化に伴う中期目標・中期計画について

　　法人化に伴う中期H標・中期計画（第2次
　案〉に係る「各委員から提出された意見一覧」

　を朗読して，提出された意見について検討を

　行い，本委員会での各委員の意見等を正確を

　期すため，メールで学務課へ2月13臼（木〉

　までに提出することとし，意見の取りまとめ

　は委員長に一任することを了承したe

2．大学評価・学位授与機構からの全学テーマ

　別評価「教養教育」に係る評価報告書（案）

　について

　　大学評価・学位授与機構からの評価報告書

　について，今後，自己点検ゼ評価専門委員会

　及び自己点検・評価委員会へ提出する本委員

　会としての意見の作成は，本日の審議を踏ま

　えた各委員の意見及び部局等からの意見等を

　正確を期すため，メール等で学務課全学教育

　事務室企画掛長あてに2月13日（木）までに

　提出することとし，それら意見の取りまとめ

　は委員長に一任することを了承した。

3．平成14年度第2回全学FDで明らかになつ
　た全学教育「教養教育科目」に係る実情及び

　問題点等について

　　平成14年度第2回全学FDで明らかになつ
　た全学教育「教養教育科目」に係る実情及び

　問題点等については，課題が提出されたこと

　に伴い，今後，全学教育企画委員会WG等で

　検討いただくことにするが本委員会としての

　意見については，本日の審議を踏まえた各委

　員の意見を正確を期すため，メール等で全学

　教育事務室企画掛長あてに2月13日（木〉ま

　でに提出することとし，それらの意見の取り

　まとめは委員長に一任することを了承した。

4。その他

（1）全学教育「学生による授業評価」につい

　　て

　　　全学教育「学生による授業評極」を平成

　　15年度からの数年間は，前・後期共，実施

　　予定であり，調査様式を含めた検：討を行い，

　　次回の本委員会に提案する旨の発言があっ
　　た。
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